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(57)【要約】
　ビデオを復号するためのシステムおよび方法。ビデオ
データのブロックに関する第1のシンタックス要素が受
信される。第1のシンタックス要素の値は、成分間予測
に関するスケーリングパラメータの値を決定するのに使
用すべき複数のマッピング関数のうちの1つを示す。ビ
デオデータのブロックに関する第2のシンタックス要素
が受信される。第2のシンタックス要素の値は、スケー
リングパラメータの値に対応し、第2のシンタックス要
素を受信することは、特定の2値化法によって第2のシン
タックス要素の値を復号することを含む。スケーリング
パラメータの値は、第1のシンタックス要素によって示
される複数のマッピング関数のうちの1つおよび第2のシ
ンタックス要素の値を使用して決定される。スケーリン
グパラメータの決定された値を使用してブロックビデオ
データの少なくとも1つの成分に対して成分間予測が実
行される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　ビデオデータのブロックに関する第1のシンタックス要素を受信するステップであって
、前記第1のシンタックス要素の値は、成分間予測に関するスケーリングパラメータの値
を決定するのに使用すべき複数のマッピング関数のうちの1つを示す、ステップと、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第2のシンタックス要素を受信するステップであ
って、前記第2のシンタックス要素の値は前記スケーリングパラメータの前記値に対応し
、前記第2のシンタックス要素を受信するステップは、前記第1のシンタックス要素の前記
値とは無関係に特定の2値化法によって前記第2のシンタックス要素の前記値を復号するス
テップを含む、ステップと、
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記複数のマッピング関数のうちの前記1
つおよび前記第2のシンタックス要素の前記値を使用してスケーリングパラメータのセッ
トから前記スケーリングパラメータの前記値を決定する、ステップと、
　前記スケーリングパラメータの前記決定された値を使用して前記ブロックビデオデータ
の少なくとも1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(4-α)):0)として定義される、請求項1に記載の
方法。
【請求項３】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
 
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(5-α)):0)として定義される、請求項1に記載の
方法。
【請求項４】
　ビデオデータの前記ブロックに関する第3のシンタックス要素を受信するステップであ
って、前記第3のシンタックス要素の値は、前記スケーリングパラメータの符号を示す、
ステップをさらに含み、
　成分間予測を実行するステップは、前記スケーリングパラメータの前記値および前記ス
ケーリングパラメータの前記符号を使用して前記ブロックビデオデータの前記少なくとも
1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記複数のマッピング関数のうちの前記1
つに基づいて前記第3のシンタックス要素をエントロピー復号するのに使用されるコンテ
キストモデルを決定するステップと、
　前記決定されたコンテキストモデルを使用して前記第3のシンタックス要素をエントロ
ピー復号するステップとをさらに含む、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を受信するステップ
は、シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダの
少なくとも1つにおけるビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素
を受信するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記方法は、
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　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を受信するステップ
であって、前記第1のシンタックス要素は前記第2のマッピング関数を示す、ステップと、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおけるビデオデータの前記ブロックに関する前記第2のマッピング関
数を受信するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおけるスケーリングパラメータの前記セットに関する新しいスケー
リングパラメータを受信するステップと、
　スケーリングパラメータの前記セットのうちの1つのスケーリングパラメータを前記新
しいスケーリングパラメータに置き換えるステップとをさらに含む、請求項7に記載の方
法。
【請求項９】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記方法は、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を受信するステップ
であって、前記第1のシンタックス要素は前記第2のマッピング関数を示す、ステップと、
　以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性から前記第2のマッピング
関数を決定するステップであって、前記特性は、前記残差情報の1つまたは複数のエネル
ギー、前記残差情報の分散、または前記情報のコーディングモードを含む、ステップとを
さらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第2のマッピング関数を決定するステップは、ビデオデータの前記ブロックのフレ
ームと同じピクチャタイプを有する以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報
の特性に基づいて前記第2のマッピング関数を決定するステップを含む、請求項9に記載の
方法。
【請求項１１】
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリに接続されたビデオデコーダとを備え、前記ビデオデコーダは、
　前記ビデオデータのブロックに関する第1のシンタックス要素を受信することであって
、前記第1のシンタックス要素の値は、成分間予測に関するスケーリングパラメータの値
を決定するのに使用すべき複数のマッピング関数のうちの1つを示す、受信することと、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第2のシンタックス要素を受信することであって
、前記第2のシンタックス要素の値は前記スケーリングパラメータの前記値に対応し、前
記第2のシンタックス要素を受信するために、前記ビデオデコーダは、前記第1のシンタッ
クス要素の前記値とは無関係に特定の2値化法によって前記第2のシンタックス要素の前記
値を復号するように構成される、受信することと、
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記複数のマッピング関数のうちの前記1
つおよび前記第2のシンタックス要素の前記値を使用してスケーリングパラメータのセッ
トから前記スケーリングパラメータの前記値を決定することと、
　前記スケーリングパラメータの前記決定された値を使用してブロックビデオデータの少
なくとも1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行することとを行うように構成される
デバイス。
【請求項１２】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(4-α)):0)として定義される、請求項11に記載
のデバイス。
【請求項１３】
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　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(5-α)):0)として定義される、請求項11に記載
のデバイス。
【請求項１４】
　前記ビデオデコーダは、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第3のシンタックス要素を受信することであって
、前記第3のシンタックス要素の値は、前記スケーリングパラメータの符号を示す、受信
することを行うようにさらに構成され、
　前記成分間予測を実行するために、前記ビデオデコーダは、前記スケーリングパラメー
タの前記値および前記スケーリングパラメータの前記符号を使用して前記ブロックビデオ
データの前記少なくとも1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行するように構成され
る、請求項11に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記ビデオデコーダは、
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記複数のマッピング関数のうちの前記1
つに基づいて前記第3のシンタックス要素をエントロピー復号するのに使用されるコンテ
キストモデルを決定することと、
　前記決定されたコンテキストモデルを使用して前記第3のシンタックス要素をエントロ
ピー復号することとを行うようにさらに構成される、請求項14に記載のデバイス。
【請求項１６】
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を受信するために、
前記ビデオデコーダは、シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、また
はスライスヘッダの少なくとも1つにおけるビデオデータの前記ブロックに関する前記第1
のシンタックス要素を受信するように構成される、請求項11に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記受信された第1のシンタックス要素は、前記
第2のマッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記ス
ケーリングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示を含み、
　前記ビデオデコーダは、シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、ま
たはスライスヘッダのうちの少なくとも1つにおける前記第2のマッピング関数を受信する
ように構成される、請求項11に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記ビデオデコーダは、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおけるスケーリングパラメータの前記セットに関する新しいスケー
リングパラメータを受信することと、
　スケーリングパラメータの前記セットのうちの1つのスケーリングパラメータを前記新
しいスケーリングパラメータに置き換えることとを行うようにさらに構成される、請求項
17に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記受信された第1のシンタックス要素は、前記
第2のマッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記ス
ケーリングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示を含み、
　前記ビデオデコーダは、以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性か
ら前記第2のマッピング関数を決定することであって、前記特性は、前記残差情報のエネ
ルギー、前記残差情報の分散、または前記情報のコーディングモードのうちの1つまたは
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複数を含む、決定することを行うようにさらに構成される、請求項11に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記第2のマッピング関数を決定するために、前記ビデオデコーダは、ビデオデータの
前記ブロックのフレームと同じピクチャタイプを有する以前にコーディングされたビデオ
フレームの残差情報の特性から前記第2のマッピング関数を決定するように構成される、
請求項19に記載のデバイス。
【請求項２１】
　ビデオデータのブロックに関する第1のシンタックス要素を受信するための手段であっ
て、前記第1のシンタックス要素の値は、成分間予測に関するスケーリングパラメータの
値を決定するのに使用すべき複数のマッピング関数のうちの1つを示す、手段と、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第2のシンタックス要素を受信するための手段で
あって、前記第2のシンタックス要素の値は前記スケーリングパラメータの前記値に対応
し、前記第2のシンタックス要素を受信するための前記手段は、前記第1のシンタックス要
素の前記値とは無関係に特定の2値化法によって前記第2のシンタックス要素の前記値を復
号するための手段を含む、手段と、
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記複数のマッピング関数のうちの前記1
つおよび前記第2のシンタックス要素の前記値を使用してスケーリングパラメータのセッ
トから前記スケーリングパラメータの前記値を決定するための手段と、
　前記スケーリングパラメータの前記決定された値を使用して前記ブロックビデオデータ
の少なくとも1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行するための手段とを備える、ビ
デオデコーダ。
【請求項２２】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(4-α)):0)として定義される、請求項21に記載
のビデオデコーダ。
【請求項２３】
　ビデオデータの前記ブロックに関する第3のシンタックス要素を受信するための手段で
あって、前記第3のシンタックス要素の値は、前記スケーリングパラメータの符号を示す
、手段と、
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記複数のマッピング関数のうちの前記1
つに基づいて前記第3のシンタックス要素をエントロピー復号するのに使用されるコンテ
キストモデルを決定するための手段と、
　前記決定されたコンテキストモデルを使用して前記第3のシンタックス要素をエントロ
ピー復号するための手段とをさらに備え、
　成分間予測を実行するための前記手段は、前記スケーリングパラメータの前記値および
前記スケーリングパラメータの前記符号を使用して前記ブロックビデオデータの前記少な
くとも1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行するための手段を含む、請求項21に記
載のビデオデコーダ。
【請求項２４】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記受信された第1のシンタックス要素は、前記
第2のマッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記ス
ケーリングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示を含み、
　前記ビデオデコーダは、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおける前記第2のマッピング関数を受信するための手段と、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおけるスケーリングパラメータのセットに関する新しいスケーリン
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グパラメータを受信するための手段と、
　スケーリングパラメータの前記セットのうちの1つのスケーリングパラメータを前記新
しいスケーリングパラメータに置き換えるための手段とをさらに備える、請求項21に記載
のビデオデコーダ。
【請求項２５】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記受信された第1のシンタックス要素は、前記
第2のマッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記ス
ケーリングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示を含み、
　前記デバイスは、
　以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性から前記第2のマッピング
関数を決定するための手段であって、前記特性は、前記残差情報のエネルギー、前記残差
情報の分散、または前記情報のコーディングモードのうちの1つまたは複数を含み、前記
第2のマッピング関数を決定するための手段は、ビデオデータの前記ブロックのフレーム
と同じピクチャタイプを有する以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特
性から前記第2のマッピング関数を決定するための手段を含む、手段をさらに備える、請
求項21に記載のビデオデコーダ。
【請求項２６】
　ビデオデータのブロックを符号化する方法であって、
　ビデオデータのブロックの成分間予測に関するスケーリングパラメータを決定するステ
ップと、
　複数のマッピング関数からあるマッピング関数を選択するステップであって、各マッピ
ング関数は、前記スケーリングパラメータを前記スケーリングパラメータの値に対応する
マッピングされた値にマッピングする、ステップと、
　ビデオビットストリームにおいて、第1のシンタックス要素をシグナリングするステッ
プであって、前記第1のシンタックス要素の値は前記複数のマッピング関数から選択され
た前記マッピング関数を示す、ステップと、
　前記ビデオビットストリームにおいて、第2のシンタックス要素をシグナリングするス
テップであって、前記第2のシンタックス要素は、前記選択されたマッピング関数に対応
する前記マッピングされた値を含み、第2のシンタックス要素をシグナリングするステッ
プは、前記第1のシンタックス要素の前記値とは無関係に特定の2値化法によって前記第2
のシンタックス要素の前記値を符号化するステップを含む、ステップとを含む方法。
【請求項２７】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(4-α)):0)として定義される、請求項26に記載
の方法。
【請求項２８】
　ビデオデータの前記ブロックに関する第3のシンタックス要素を生成するステップであ
って、前記第3のシンタックス要素の値は、前記スケーリングパラメータの符号を示す、
ステップと、
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記複数のマッピング関数のうちの前記1
つに基づいて前記第3のシンタックス要素をエントロピー復号するのに使用されるコンテ
キストモデルを決定するステップと、
　前記決定されたコンテキストモデルを使用して前記第3のシンタックス要素をエントロ
ピー符号化するステップとをさらに含み、
　成分間予測を実行するステップは、前記スケーリングパラメータの前記値および前記ス
ケーリングパラメータの前記符号を使用して前記ブロックビデオデータの少なくとも1つ
のクロマ成分に対する成分間予測を実行するステップを含む、請求項26に記載の方法。
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【請求項２９】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記方法は、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を介して、前記第2の
マッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記スケーリ
ングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示をシグナリング
するステップと、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおける前記第2のマッピング関数をシグナリングするステップと、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおいて、スケーリングパラメータのセットに関する新しいスケーリ
ングパラメータをシグナリングするステップであって、前記新しいスケーリングパラメー
タは、スケーリングパラメータの前記セットにおける前記スケーリングパラメータのうち
の1つを置き換える、ステップとをさらに含む、請求項26に記載の方法。
【請求項３０】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記方法は、
　以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性から前記第2のマッピング
関数を決定するステップであって、前記特性は、前記残差情報のエネルギー、前記残差情
報の分散、または前記情報のコーディングモードのうちの1つまたは複数を含む、ステッ
プをさらに含み、
　前記第2のマッピング関数を決定するステップは、ビデオデータの前記ブロックのフレ
ームと同じピクチャタイプを有する以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報
の特性から前記第2のマッピング関数を決定するステップをさらに含む、請求項26に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、参照によって全体が本明細書に組み込まれている、2014年6月20日に出願さ
れた米国仮出願第62/015,301号の利益を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、ビデオコーディングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキャスト
システム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末(PDA)、ラップトップま
たはデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、電子ブックリーダー、デジタ
ルカメラ、デジタル記録デバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームデバイス、
ビデオゲームコンソール、セルラーまたは衛星無線電話、いわゆる「スマートフォン」、
ビデオ遠隔会議デバイス、ビデオストリーミングデバイスなどを含む、広範囲のデバイス
に組み込まれる場合がある。デジタルビデオデバイスは、MPEG-2、MPEG-4、ITU-T H.263
、ITU-T H.264/MPEG-4、パート10、アドバンスドビデオコーディング(AVC:Advanced Vide
o Coding)、ITU-T H.265、高効率ビデオコーディング(HEVC:High Efficiency Video Codi
ng)規格、およびそのような規格の拡張規格によって定義された規格に記載されているよ
うなビデオ圧縮技法を実施する。ビデオデバイスは、そのようなビデオ圧縮技法を実施す
ることによって、デジタルビデオ情報のより効率的な送信、受信、符号化、復号、および
/または記憶を実現する場合がある。
【０００４】
　ビデオ圧縮技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減または除去するために、空
間的(ピクチャ内)予測および/または時間的(ピクチャ間)予測を実行する。ブロックベー
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スのビデオコーディングに関して、ビデオスライス(すなわち、ピクチャまたはピクチャ
の一部)は、ビデオブロックに区分されることがあり、ビデオブロックはまた、ツリーブ
ロック、コーディングユニット(CU:coding unit)、および/またはコーディングノードと
呼ばれることもある。ピクチャのイントラコーディングされる(I)スライスの中のビデオ
ブロックは、同じピクチャの中の隣接ブロック中の参照サンプルに対する空間予測を使用
して符号化される。ピクチャのインターコーディングされる(PまたはB)スライスの中のビ
デオブロックは、同じピクチャ中の隣接ブロック中の参照サンプルに対する空間予測、ま
たは他の参照ピクチャ中の参照サンプルに対する時間予測を使用してもよい。ピクチャは
フレームと呼ばれることがあり、参照ピクチャは参照フレームと呼ばれることがある。
【０００５】
　空間予測または時間予測によって、コーディングされるべきブロックのための予測ブロ
ックが得られる。残差データは、コーディングされるべき元のブロックと予測ブロックと
の間のピクセル差分を表す。インターコーディングされたブロックは、予測ブロックを形
成する参照サンプルのブロックを指す動きベクトルと、コーディングされたブロックと予
測ブロックとの間の差分を示す残差データとに従って符号化される。イントラコーディン
グされたブロックは、イントラコーディングモードと残差データとに従って符号化される
。さらなる圧縮のために、残差データは、空間領域から変換領域に変換されてもよく、そ
れによって残差変換係数が得られ、残差変換係数は、次いで量子化されてもよい。最初に
2次元アレイに配置される量子化変換係数は、変換係数の1次元ベクトルを生成するために
走査されてもよく、エントロピーコーディングが、さらなる圧縮を達成するために適用さ
れてもよい。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Soleら「HEVC Screen Content Coding Core Experiment 1 (SCCE1):Int
ra Block Copying Extensions」、ITU-T SG 16 WP 3およびISO/IEC JTC 1/SC 29/WG 11の
ビデオコーディング共同研究部会(JCT-VC)、第17回会議:スペイン、バレンシア、2014年3
月27日～4月4日、JCTVC-Q1121
【非特許文献２】Wei Puら「RCE1:Descriptions and Results for Experiments 1, 2, 3,
 and 4」、ITU-T SG 16 WP 3およびISO/IEC JTC1/SC 29/WG 11のJCT-VC、第15回会議:ス
イス、ジュネーブ、2013年10月25日～11月1日(JCTVC-O0202)
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　概して、本開示では、色成分間残差予測に関する技法について説明する。本開示の技法
は、ルーマ残差サンプルのブロックに少なくとも部分的に基づいて残差クロマサンプルの
ブロックを予測するのに使用されてもよい。
【０００８】
　一例では、ビデオデータを復号する方法は、ビデオデータのブロックに関する第1のシ
ンタックス要素を受信するステップであって、第1のシンタックス要素の値は、成分間予
測に関するスケーリングパラメータの値を決定するのに使用すべき複数のマッピング関数
のうちの1つを示す、ステップと、ビデオデータのブロックに関する第2のシンタックス要
素を受信するステップであって、第2のシンタックス要素の値は、スケーリングパラメー
タの値に相当し、第2のシンタックス要素を受信するステップは、第1のシンタックス要素
の値とは無関係に特定の2値化法によって第2のシンタックス要素の値を復号するステップ
を含む、ステップと、第1のシンタックス要素によって示される複数のマッピング関数の
うちの1つおよび第2のシンタックス要素の値を使用してスケーリングパラメータ値のセッ
トからスケーリングパラメータの値を決定するステップと、スケーリングパラメータの決
定された値を使用してブロックビデオデータの少なくとも1つのクロマ成分に関する成分
間予測を実行するステップとを含む。
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【０００９】
　別の例では、宛先デバイスは、ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、メ
モリに接続されたビデオデコーダとを含む。ビデオデコーダは、ビデオデータのブロック
に関する第1のシンタックス要素を受信することであって、第1のシンタックス要素の値は
、成分間予測に関するスケーリングパラメータの値を決定するのに使用すべき複数のマッ
ピング関数のうちの1つを示す、受信することと、ビデオデータのブロックに関する第2の
シンタックス要素を受信することであって、第2のシンタックス要素の値は、スケーリン
グパラメータの値に相当し、第2のシンタックス要素を受信することは、第1のシンタック
ス要素の値とは無関係に特定の2値化法によって第2のシンタックス要素の値を復号するこ
とを含む、受信することと、第1のシンタックス要素によって示される複数のマッピング
関数のうちの1つおよび第2のシンタックス要素の値を使用してスケーリングパラメータ値
のセットからスケーリングパラメータの値を決定することと、スケーリングパラメータの
決定された値を使用してブロックビデオデータの少なくとも1つのクロマ成分に関する成
分間予測を実行することとを行うように構成される。
【００１０】
　別の例では、ビデオデコーダは、ビデオデータのブロックに関する第1のシンタックス
要素を受信するための手段であって、第1のシンタックス要素の値は、成分間予測に関す
るスケーリングパラメータの値を決定するのに使用すべき複数のマッピング関数のうちの
1つを示す、手段と、ビデオデータのブロックに関する第2のシンタックス要素を受信する
ための手段であって、第2のシンタックス要素の値は、スケーリングパラメータの値に相
当し、第2のシンタックス要素を受信するための手段は、第1のシンタックス要素の値とは
無関係に特定の2値化法によって第2のシンタックス要素の値を復号するための手段を含む
、手段と、第1のシンタックス要素によって示される複数のマッピング関数のうちの1つお
よび第2のシンタックス要素の値を使用してスケーリングパラメータ値のセットからスケ
ーリングパラメータの値を決定するための手段と、スケーリングパラメータの決定された
値を使用してブロックビデオデータの少なくとも1つのクロマ成分に関する成分間予測を
実行するための手段とを含む。
【００１１】
　また別の例では、ビデオデータのブロックを符号化する方法は、ビデオデータのブロッ
クの成分間予測に関するスケーリングパラメータを決定するステップと、複数のマッピン
グ関数からあるマッピング関数を選択するステップであって、各マッピング関数は、スケ
ーリングパラメータの値に相当するマッピングされた値にスケーリングパラメータをマッ
ピングする、ステップと、ビデオビットストリームにおいて、第1のシンタックス要素を
シグナリングするステップであって、第1のシンタックス要素の値は、複数のマッピング
関数から選択されたマッピング関数を示す、ステップと、ビデオビットストリームにおい
て、第2のシンタックス要素をシグナリングするステップであって、第2のシンタックス要
素は、選択されたマッピング関数に相当するマッピングされた値を含み、第2のシンタッ
クス要素をシグナリングするステップは、第1のシンタックス要素の値とは無関係に特定
の2値化法によって第2のシンタックス要素の値を符号化するステップを含む、ステップと
を含む。
【００１２】
　本開示の1つまたは複数の態様の詳細を添付の図面および以下の説明に記載する。本開
示で説明する技法の他の特徴、目的、および利点は、これらの説明および図面、ならびに
特許請求の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示の技法を成分間予測に利用する場合がある例示的なビデオ符号化および復
号システム10を示すブロック図である。
【図２】以下においてより詳細に説明するように、成分間予測に関する本開示の技法を実
施する場合があるビデオエンコーダ20の一例を示すブロック図である。
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【図３】成分間予測に関する技法を実装することができるビデオデコーダ30の一例を示す
ブロック図である。
【図４】イントラブロックコピー(BC)コーディング技法を示す概念図である。
【図５Ａ】動きベクトル予測に関する例示的な候補ブロックを示す概念図である。
【図５Ｂ】動きベクトル予測に関する例示的な候補ブロックを示す概念図である。
【図６】本開示の1つまたは複数の態様による、成分間予測パラメータをシグナリングす
るための例示的なプロセスを示すフローチャートである。
【図７】本開示の1つまたは複数の態様による、成分間予測を含むビデオを復号するため
の例示的なプロセスを示すフローチャートである。
【図８】本開示の1つまたは複数の態様による、成分間予測を含むビデオを符号化するた
めの例示的なプロセスを示すフローチャートである。
【図９】本開示の1つまたは複数の態様による、成分間予測を含むビデオを復号するため
の他の例示的なプロセスを示すフローチャートである。
【図１０Ａ】スケーリングパラメータのセットをシグナリングするための技法によるスケ
ーリングパラメータのセットを示す図である。
【図１０Ｂ】スケーリングパラメータのセットをシグナリングするための技法によるスケ
ーリングパラメータのセットを示す図である。
【図１０Ｃ】スケーリングパラメータのセットをシグナリングするための技法によるスケ
ーリングパラメータのセットを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　概して、本開示は、ビデオ符号化プロセスおよび/またはビデオ復号プロセスにおいて
成分間予測(CCP:cross-component prediction)を実行するための技法に関する。より具体
的には、本開示では、CCPに関するスケーリングパラメータおよびオフセットのシグナリ
ングおよび導出に関係する技法について説明する。この技法は、HEVCの拡張または次世代
のビデオコーディング規格など、先進的なビデオコーデックのコンテキストにおいて使用
されてもよい。
【００１５】
　ビデオコーダ(すなわち、ビデオエンコーダまたはデコーダ)は概して、概してピクチャ
のシーケンスとして表されるビデオシーケンスをコーディングするように構成される。一
般に、ビデオコーダは、ブロックベースのコーディング技法を使用してピクチャのシーケ
ンスの各々をコーディングする。ビデオコーダは、ブロックベースのビデオコーディング
の一部として、ビデオシーケンスの各ピクチャをデータのブロックに分割する。ビデオコ
ーダは、ブロックの各々をコーディングする(すなわち、符号化または復号する)。ビデオ
データのブロックを符号化することは概して、元のブロックに関する1つまたは複数の予
測ブロック、および元のブロックと1つまたは複数の予測ブロックとの間の差に相当する
残差ブロックを特定することによって、データの元のブロックを符号化することを含む。
詳細には、ビデオデータの元のブロックは、「サンプル」の1つまたは複数のチャネルに
よって構成されたピクセル値のマトリックスを含み、予測ブロックは、各々がさらに予測
サンプルによって構成された予測ピクセル値のマトリックスを含む。残差ブロックの各サ
ンプルは、予測ブロックのサンプルと元のブロックの対応するサンプルとの間のピクセル
値差を示す。
【００１６】
　ビデオデータのブロックのための予測技法は一般に、イントラ予測およびインター予測
に分類される。イントラ予測(たとえば、空間予測)は概して、同じピクチャ内の前にコー
ディングされた隣接するブロックのピクセル値からブロックを予測することを含む。イン
ター予測は一般に、前にコーディングされたピクチャ内の前にコーディングされたブロッ
クのピクセル値からブロックを予測することを含む。
【００１７】
　ビデオデータの各ブロックのピクセルの各々は、特定のフォーマットにおいて色を表し
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ており、「色表現」と呼ばれる。様々なビデオコーディング規格では、ビデオデータのブ
ロックにそれぞれに異なる色表現を使用する場合がある。一例として、ビデオコーディン
グ共同研究部会(JCT-VC)によって開発された高効率ビデオコーディング(HEVC)ビデオ規格
のメインプロファイルでは、YCbCr色表現を使用してビデオデータのブロックのピクセル
を表す。
【００１８】
　YCbCr色表現は概して、ビデオデータの各ピクセルが色情報「Y」「Cb」および「Cr」の
3つの成分またはチャネルによって表される色表現を指す。Yチャネルは、特定のピクセル
に関する輝度(すなわち、光強度または明るさ)データを表す。Cb成分およびCr成分は、そ
れぞれ、青色差および赤色差クロミナンス、すなわち、「クロマ(chroma)」成分である。
一般にY成分とCb成分とCr成分との間には相関がなく、すなわち、Y成分とCb成分とCr成分
の間には重複したデータまたは冗長なデータがほとんどないので、YCbCrは、圧縮された
ビデオデータ内の色を表すのに使用されることが多い。したがって、YCbCr色表現を使用
してビデオデータをコーディングすると、多くの場合、圧縮性能が良好になる。
【００１９】
　さらに、多くのビデオコーディング技法は、色データの圧縮をさらに向上させるために
「クロマサブサンプリング」と呼ばれる技法を利用する。YCbCr色表現を有するビデオデ
ータのクロマサブサンプリングは、パターンに従ってクロマ成分を選択的に省略すること
によって、コーディングされたビデオビットストリームにおいてシグナリングされるクロ
マ値の数を低減させる。クロマサブサンプリングされたビデオデータのブロックには、概
してブロックのピクセルごとにルーマ値がある。しかし、Cb成分およびCr成分は、ブロッ
クのピクセルのいくつかについてのみシグナリングされる場合があり、それによって、ク
ロマ成分はルーマ(luma)成分に対してサブサンプリングされる。
【００２０】
　ビデオコーダ(ビデオエンコーダまたはビデオデコーダを指す場合がある)は、ピクセル
のクロマサブサンプリングされたブロックに関してCb値およびCr値が明示的にシグナリン
グされないピクセルに関してCb成分およびCr成分を補間する。クロマサブサンプリングは
、より一様なピクセルのブロックにひずみを生じさせずにクロミナンスデータの量を低減
させるうえでうまく作用する。クロマサブサンプリングは、大幅に異なるクロマ値を有す
るビデオデータを表すうえではうまく作用せず、そのような場合に大規模なひずみを生じ
させる場合がある。
【００２１】
　HEVC範囲拡張規格およびスクリーンコンテンツコーディング拡張規格は、HEVC規格の拡
張規格であり、追加の色表現(「色フォーマット」とも呼ばれる)に関するHEVCにサポート
を付加する。他の色フォーマットに関するサポートには、ビデオデータのRGBソース、な
らびに他の色表現を有しHEVCメインプロファイルとは異なるクロマサブサンプリングパタ
ーンを使用するビデオデータを符号化し復号するためのサポートを含めてもよい。
【００２２】
　上述のように、HEVCメインプロファイルは、ルーマ成分と色表現(色フォーマットとも
呼ばれる)の2つのクロマ成分との間の色無相関化が強力であるのでYCbCrを使用する。し
かし、それにもかかわらず、多くの場合、Y成分とCb成分とCr成分との間には相関があっ
てもよい。色表現の成分間の相関は、色成分間相関と呼ばれる場合がある。
【００２３】
　本開示の技法では、残差領域におけるサンプル間の相関を利用してもよい。本開示の技
法に従って構成されたビデオコーダ(すなわち、ビデオエンコーダまたはビデオデコーダ)
は、互いに対応するクロマ残差サンプルのブロックおよびルーマ残差サンプルのブロック
の予測子からクロマ残差サンプルのブロックを判定するように構成されてもよい。いくつ
かの例では、クロマ残差サンプルのブロックおよびルーマ残差サンプルの対応するブロッ
クに関する予測子に基づいて、クロマ残差値の更新されたブロックが判定されてもよい。
ルーマ残差サンプルのブロックは、スケールファクタおよび/またはオフセットによって



(12) JP 2017-523672 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

修正されてもよい。
【００２４】
　本開示の1つまたは複数の例は、YCbCrクロマYCbCr4:4:4および/またはYCbCr4:2:2クロ
マサブサンプリングフォーマットを利用する場合がある色成分間残差予測技法を対象とし
てもよい。しかし、本開示の技法に従って構成されたビデオコーダは、RGB色フォーマッ
トを有するブロックなどの他の色フォーマットのブロックを、本明細書において開示され
る技法を使用してYCbCr4:4:4と同様に処理してもよい。
【００２５】
　図1は、本開示の技法を成分間予測に利用する場合がある例示的なビデオ符号化および
復号システム10を示すブロック図である。図1に示すように、システム10は、宛先デバイ
ス14によって後の時間に復号されるべき符号化されたビデオデータを生成する、ソースデ
バイス12を含む。具体的には、ソースデバイス12は、コンピュータ可読媒体(記憶デバイ
ス31など)またはリンク16を介して宛先デバイス14にビデオデータを提供する。ソースデ
バイス12および宛先デバイス14は、デスクトップコンピュータ、ノートブック(すなわち
、ラップトップ)コンピュータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、いわ
ゆる「スマート」フォンなどの電話ハンドセット、いわゆる「スマート」パッド、テレビ
ジョン、カメラ、表示デバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコンソール、
ビデオストリーミングデバイス、を含む、広い範囲のデバイスのうちのいずれかを含んで
もよい。場合によっては、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、ワイヤレス通信の
ために装備されてもよい。
【００２６】
　宛先デバイス14は、記憶デバイス31を介して復号されるべき符号化されたビデオデータ
を受信してもよい。記憶デバイス31は、ソースデバイス12から宛先デバイス14に符号化さ
れたビデオデータを移動することが可能な任意のタイプの媒体またはデバイスを備えても
よい。一例では、記憶デバイス31は、ソースデバイス12が符号化されたビデオデータを宛
先デバイス14に直接送信することを可能にする通信媒体を備えてもよい。別の例では、リ
ンク16は、ソースデバイス12が符号化されたビデオデータを宛先デバイス14に直接送信す
るためにソースデバイス12によって使用される通信媒体を提供する。
【００２７】
　符号化されたビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信規格に従って変調
され、宛先デバイス14に送信されてもよい。通信媒体は、無線周波数(RF)スペクトルなど
の任意のワイヤレス通信媒体もしくはワイヤード通信媒体、または、1つもしくは複数の
物理的伝送線を備えてもよい。通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリア
ネットワーク、またはインターネットなどのグローバルネットワークなどの、パケットベ
ースのネットワークの一部を形成してもよい。通信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、
または、ソースデバイス12から宛先デバイス14への通信を容易にするために有用である場
合がある任意の他の機器を含んでもよい。
【００２８】
　いくつかの例では、符号化されたデータは、出力インターフェース22から記憶デバイス
31に出力されてもよい。同様に、符号化されたデータは、入力インターフェース28によっ
て記憶デバイス31からアクセスされてもよい。記憶デバイス31は、ハードドライブ、Blu-
ray(登録商標)ディスク、DVD、CD-ROM、フラッシュメモリ、揮発性もしくは不揮発性メモ
リ、または符号化されたビデオデータを記憶するための任意の他の適切なデジタル記憶媒
体などの、様々な分散されたまたはローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれか
を含んでもよい。さらなる例では、記憶デバイス31は、ソースデバイス12によって生成さ
れた符号化ビデオを記憶することができるファイルサーバまたは別の中間記憶デバイスに
対応してもよい。
【００２９】
　宛先デバイス14は、ストリーミングまたはダウンロードを介して記憶デバイス31から記
憶されたビデオデータにアクセスしてもよい。ファイルサーバは、符号化されたビデオデ
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ータを記憶し、宛先デバイス14にその符号化されたビデオデータを送信することが可能な
任意のタイプのサーバであってもよい。例示的なファイルサーバは、(たとえば、ウェブ
サイトのための)ウェブサーバ、FTPサーバ、ネットワーク接続ストレージ(NAS:network a
ttached storage)デバイス、またはローカルディスクドライブを含む。宛先デバイス14は
、インターネット接続を含む任意の標準的なデータ接続を介して符号化されたビデオデー
タにアクセスしてもよい。これは、ファイルサーバに記憶された符号化されたビデオデー
タにアクセスするのに適した、ワイヤレスチャネル(たとえば、Wi-Fi接続)、ワイヤード
接続(たとえば、DSL、ケーブルモデムなど)、または両方の組合せを含んでもよい。記憶
デバイス31からの符号化されたビデオデータの送信は、ストリーミング送信、ダウンロー
ド送信、またはそれらの組合せであってもよい。
【００３０】
　本開示の技法は、ワイヤレスの適用例または設定に限定されない。この技法は、オーバ
ージエアテレビ放送、ケーブルテレビ送信、衛星テレビ送信、HTTP(DASH)を介する動的適
応ストリーミングなどのインターネットストリーミングビデオ送信、データ記憶媒体上で
符号化されるデジタルビデオ、データ記憶媒体に記憶されたデジタルビデオの復号、また
は他の用途など、様々なマルチメディア用途のうちのいずれかをサポートするビデオコー
ディングに適用されてもよい。いくつかの例では、システム10は、ビデオストリーミング
、ビデオ再生、ビデオ放送、および/またはビデオ電話などの用途をサポートするために
、一方向または双方向ビデオ送信をサポートするように構成されてもよい。
【００３１】
　図1の例では、ソースデバイス12は、ビデオソース18と、ビデオエンコーダ20と、出力
インターフェース22とを含む。宛先デバイス14は、入力インターフェース28と、ビデオデ
コーダ30と、表示デバイス32とを含む。本開示によれば、ソースデバイス12のビデオエン
コーダ20は、ビデオコーディングにおける成分間予測のための技法を適用するように構成
されてもよい。他の例では、ソースデバイスおよび宛先デバイスは、他の構成要素または
配置を含んでもよい。たとえば、ソースデバイス12は、外部カメラなどの外部ビデオソー
ス18からビデオデータを受信してもよい。同様に、宛先デバイス14は、一体化された表示
デバイスを含むのではなく、外部表示デバイスとインターフェースしてもよい。加えて、
ビデオソース18がビデオカメラである場合、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、
いわゆるカメラ付き電話またはテレビ電話を形成してもよい。本開示において説明する技
法は、ビデオコーディング全般に適用可能であってもよく、ワイヤレス用途および/また
はワイヤード用途に適用されてもよい。
【００３２】
　図1に示した符号化および復号システム10は一例にすぎない。成分間予測のための技法
は、任意のデジタルビデオ符号化および/または復号デバイスによって実行されてもよい
。一般に、本開示の技法はビデオ符号化デバイスによって実行されるが、この技法はまた
、一般に「コーデック」と呼ばれるビデオエンコーダ/デコーダによって実行されてもよ
い。その上、本開示の技法はまた、ビデオプロセッサによって実行されてもよい。ソース
デバイス12および宛先デバイス14は、ソースデバイス12が宛先デバイス14への送信のため
にコーディングされたビデオデータを生成するようなコーディングデバイスの単なる例で
ある。いくつかの例では、デバイス12、14の各々がビデオ符号化および復号構成要素を含
むように、デバイス12、14は、実質的に対称的に動作してもよい。したがって、システム
10は、たとえばビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオ放送、またはビデオ電話のた
めに、ビデオデバイス12と14との間で一方向または双方向ビデオ送信をサポートしてもよ
い。
【００３３】
　ソースデバイス12のビデオソース18は、ビデオカメラ、以前にキャプチャされたビデオ
を含むビデオアーカイブ、および/またはビデオコンテンツプロバイダからビデオを受信
するビデオ供給インターフェースなどの、ビデオキャプチャデバイスを含んでもよい。さ
らなる代替として、ビデオソース18は、ソースビデオとしてコンピュータグラフィックス



(14) JP 2017-523672 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

ベースのデータを、または、ライブビデオ、アーカイブされたビデオ、およびコンピュー
タ生成ビデオの組合せを生成してもよい。いくつかの場合には、ビデオソース18がビデオ
カメラである場合、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、いわゆるカメラ付き電話
またはテレビ電話を形成してもよい。しかしながら、上述のように、本開示で説明する技
術は、一般にビデオコーディングに適用可能であってもよく、ワイヤレス用途および/ま
たはワイヤード用途に適用されてもよい。各場合において、キャプチャされた、事前にキ
ャプチャされた、またはコンピュータによって生成されたビデオは、ビデオエンコーダ20
によって符号化されてもよい。符号化されたビデオ情報は、次いで、出力インターフェー
ス22によって、ストレージ31などのコンピュータ可読媒体上に出力されてもあるいはリン
ク16を介して宛先デバイス14に出力されてもよい。
【００３４】
　コンピュータ可読媒体は、ワイヤレスブロードキャストもしくはワイヤードネットワー
ク送信などの一時的媒体、または、ハードディスク、フラッシュドライブ、コンパクトデ
ィスク、デジタルビデオディスク、Blu-ray(登録商標)ディスク、もしくは他のコンピュ
ータ可読媒体などの記憶媒体(すなわち、非一時的記憶媒体)を含んでもよい。いくつかの
例では、ネットワークサーバ(図示せず)は、ソースデバイス12から符号化されたビデオデ
ータを受信してもよく、たとえば、ネットワーク送信を介して、宛先デバイス14に符号化
されたビデオデータを提供してもよい。同様に、ディスクスタンプ設備などの媒体製造設
備のコンピューティングデバイスは、ソースデバイス12から符号化されたビデオデータを
受信してもよく、符号化されたビデオデータを含むディスクを製造してもよい。したがっ
て、コンピュータ可読媒体は、様々な例において、様々な形態の1つまたは複数のコンピ
ュータ可読媒体を含むと理解されてもよい。
【００３５】
　本開示は、一般に、ビデオデコーダ30などの別のデバイスに特定の情報を「シグナリン
グする」ビデオエンコーダ20を参照することがある。しかしながら、ビデオエンコーダ20
は、シンタックス要素を生成し、そのシンタックス要素をビデオデータの符号化された様
々な部分と関連付けることによって、情報をシグナリングしてもよいことを理解されたい
。すなわち、ビデオエンコーダ20は、ビデオデータの符号化された様々な部分のヘッダに
特定のシンタックス要素を格納することによって、データを「シグナリング」してもよい
。いくつかの場合では、そのようなシンタックス要素は、ビデオデコーダ30によって受信
され復号される前に、生成され、符号化され、記憶され(たとえば、コンピュータ可読媒
体に記憶され)てもよい。したがって、「シグナリングする」という用語は、一般に、そ
のような通信がリアルタイムもしくはほぼリアルタイムで、またはある時間の期間にわた
って生じるかにかかわらず、符号化の時点で、媒体にシンタックス要素を記憶するときに
生じてもよいような、圧縮されたビデオデータを復号するためのシンタックスまたは他の
データの通信を指してもよく、次いで、シンタックス要素は、この媒体に記憶された後の
任意の時間に、復号デバイスによって取り出されてもよい。
【００３６】
　宛先デバイス14の入力インターフェース28は、ストレージ31から情報を受信する。記憶
デバイス31などのコンピュータ可読媒体の情報は、ビデオデコーダ30によっても使用され
る、ビデオエンコーダ20によって定義されたシンタックス情報を含んでもよく、シンタッ
クス情報は、ブロックおよびコーディングされた他のユニット、たとえばピクチャグルー
プ(GOP)の特性および/または処理を記述するシンタックス要素を含む。表示デバイス32は
、復号されたビデオデータをユーザに表示し、陰極線管(CRT)、液晶ディスプレイ(LCD)、
プラズマディスプレイ、有機発光ダイオード(OLED)ディスプレイ、または別のタイプの表
示デバイスなどの、様々な表示デバイスのうちのいずれかを備えてもよい。
【００３７】
　図1には示されていないが、いくつかの態様では、ビデオエンコーダ20およびビデオデ
コーダ30は各々、オーディオエンコーダおよびオーディオデコーダと一体化されてもよく
、共通のデータストリームまたは別個のデータストリーム中のオーディオとビデオの両方
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の符号化を処理するために、適切なMUX-DEMUXユニット、または他のハードウェアおよび
ソフトウェアを含んでもよい。該当する場合、MUX-DEMUXユニットは、ITU H.223マルチプ
レクサプロトコル、または、ユーザデータグラムプロトコル(UDP:user datagram protoco
l)などの他のプロトコルに準拠してもよい。
【００３８】
　ビデオエンコーダ20およびビデオデコーダ30はそれぞれ、1つもしくは複数のマイクロ
プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールド
プログラマブルゲートアレイ(FPGA)、ディスクリートロジック回路、ソフトウェア、ハー
ドウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せなど、適用可能な様々な適切な
エンコーダもしくはデコーダの回路のうちのいずれかとして実装されてもよい。ビデオエ
ンコーダ20およびビデオデコーダ30の各々は、1つまたは複数のエンコーダまたはデコー
ダに含まれてもよく、これらのいずれもが、複合ビデオエンコーダ/デコーダ(コーデック
)の一部として統合されてもよい。ビデオエンコーダ20および/またはビデオデコーダ30を
含むデバイスは、集積回路、マイクロプロセッサ、および/またはセルラー電話などのワ
イヤレス通信デバイスを備えてよい。
【００３９】
　例示的な一手法では、ビデオエンコーダ20は、ビデオデータのブロックの成分間予測に
関するスケーリングパラメータを決定することと、複数のマッピング関数からあるマッピ
ング関数を選択することであって、各マッピング関数が、スケーリングパラメータの値に
相当するマッピングされた値にスケーリングパラメータをマッピングする、選択すること
と、ビデオビットストリームにおいて、第1のシンタックス要素をシグナリングすること
であって、第1のシンタックス要素の値が、複数のマッピング関数から選択されたマッピ
ング関数を示す、シグナリングすることと、ビデオビットストリームにおいて、第2のシ
ンタックス要素をシグナリングすることであって、第2のシンタックス要素が、選択され
たマッピング関数に相当するマッピングされた値を含む、シグナリングすることとによっ
て、本開示の技法に従ってビデオデータのブロックを符号化する。
【００４０】
　例示的な一手法では、ビデオデコーダ30は、ビデオデータのブロックに関する第1のシ
ンタックス要素を受信することであって、第1のシンタックス要素の値が、成分間予測に
関するスケーリングパラメータの値を決定するのに使用すべき複数のマッピング関数のう
ちの1つを示す、受信することと、ビデオデータのブロックに関する第2のシンタックス要
素を受信することであって、第2のシンタックス要素の値が、スケーリングパラメータの
値に相当する、受信することと、第1のシンタックス要素によって示される複数のマッピ
ング関数のうちの1つおよび第2のシンタックス要素の値を使用してスケーリングパラメー
タ値のセットからスケーリングパラメータの値を決定することと、スケーリングパラメー
タの決定された値を使用してブロックビデオデータの少なくとも1つのクロマ成分に関す
る成分間予測を実行することとによって、本開示の技法に従ってビデオデータを復号する
。
【００４１】
　例示的な一手法では、デバイス14は、ビデオデータを記憶するように構成されたメモリ
と、メモリに接続されたビデオデコーダ30とを含む。ビデオデコーダ30は、ビデオデータ
のブロックに関する第1のシンタックス要素を受信することであって、第1のシンタックス
要素の値が、成分間予測に関するスケーリングパラメータの値を決定するのに使用すべき
複数のマッピング関数のうちの1つを示す、受信することと、ビデオデータのブロックに
関する第2のシンタックス要素を受信することであって、第2のシンタックス要素の値が、
スケーリングパラメータの値に相当する、受信することと、第1のシンタックス要素によ
って示される複数のマッピング関数のうちの1つおよび第2のシンタックス要素の値を使用
してスケーリングパラメータ値のセットからスケーリングパラメータの値を決定すること
と、スケーリングパラメータの決定された値を使用してブロックビデオデータの少なくと
も1つのクロマ成分に関する成分間予測を実行することとを行うように構成される。
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【００４２】
　別の例示的な手法では、ビデオデコーダ30は、ビデオデータのブロックに関する第1の
シンタックス要素を受信するための手段であって、第1のシンタックス要素の値が、成分
間予測に関するスケーリングパラメータの値を決定するのに使用すべき複数のマッピング
関数のうちの1つを示す、手段と、ビデオデータのブロックに関する第2のシンタックス要
素を受信するための手段であって、第2のシンタックス要素の値が、スケーリングパラメ
ータの値に相当する、手段と、第1のシンタックス要素によって示される複数のマッピン
グ関数のうちの1つおよび第2のシンタックス要素の値を使用してスケーリングパラメータ
値のセットからスケーリングパラメータの値を決定するための手段と、スケーリングパラ
メータの決定された値を使用してブロックビデオデータの少なくとも1つのクロマ成分に
関する成分間予測を実行するための手段とを含む。
【００４３】
　ビデオエンコーダ20およびビデオデコーダ30は、いくつかの例では、HEVCのようなビデ
オコーディング規格に従って動作してもよく、HEVCテストモデル(HM)に準拠してもよい。
HEVCは、ITU-Tビデオコーディングエキスパートグループ(VCEG)およびISO/IECモーション
ピクチャエキスパートグループ(MPEG)のビデオコーディング共同研究部会(JCT-VC)によっ
て開発され、ITU-T H.265およびISO/IEC 23008-2として承認された。ITU-T H.265の現在
のバージョンは、www.itu.int/rec/T-REC-H.265において入手可能である。HEVCの範囲拡
張規格の1つのワーキングドラフトは、以下ではRExt WD7と呼ばれ、http://phenix.int-e
vry.fr/jct/doc_end_user/documents/17_Valencia/wg11/JCTVC-Q1005-v8.zipから入手可
能である。HEVCのスクリーンコンテンツコーディング拡張規格の1つのワーキングドラフ
トは、以下ではSCC WD3と呼ばれ、http://phenix.int-evry.fr/jct/doc_end_user/curren
t_document.php?id=10025から入手可能である。
【００４４】
　HEVC規格化の取り組みは、HEVCテストモデル(HM)と呼ばれるビデオコーディングデバイ
スの発展的モデルに基づいている。HMは、たとえば、ITU-T H.264/AVCによる既存のデバ
イスに対して、ビデオコーディングデバイスのいくつかの追加の機能を仮定する。たとえ
ば、H.264は、9のイントラ予測符号化モードを規定するが、HMは、35ものイントラ予測符
号化モードを規定し得る。
【００４５】
　一般に、HMの作業モデルは、ビデオピクチャ(または「フレーム」)がルーマサンプルと
クロマサンプルの両方を含むツリーブロックまたは最大コーディングユニット(LCU)のシ
ーケンスに分割されてもよいことを記載している。ビットストリーム内のシンタックスデ
ータは、ピクセル数の点から最大コーディングユニットであるLCUのサイズを定義しても
よい。スライスは、コーディング順にいくつかの連続するツリーブロックを含む。ピクチ
ャは、1つまたは複数のスライスに分割されてもよい。各ツリーブロックは、4分木に従っ
てコーディングユニット(CU:coding unit)に分割されてもよい。一般に、4分木データ構
造は、CUごとに1つのノードを含み、ルートノードは、ツリーブロックに対応する。CUが4
つのサブCUに分割されたとき、CUに対応するノードは、4つのリーフノードを含み、各々
のリーフノードは、サブCUのうちの1つに対応する。
【００４６】
　4分木データ構造の各ノードは、対応するCUのためのシンタックスデータを提供しても
よい。たとえば、4分木内のノードは、ノードに対応するCUがサブCUに分割されているか
どうかを示す分割フラグを含んでもよい。CUのためのシンタックス要素は、再帰的に定義
されてもよく、CUがサブCUに分割されているかどうかに依存してもよい。CUがさらに分割
されていない場合、それは、リーフCUと呼ばれる。本開示では、リーフCUの4つのサブCU
はまた、元のリーフCUの明示的な分割が存在しない場合でも、リーフCUと呼ばれる。たと
えば、16×16サイズのCUがそれ以上分割されない場合、4つの8×8サブCUもリーフCUと呼
ばれる。ただし、16×16CUは分割されていない。
【００４７】
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　CUは、CUがサイズの区別を持たないことを除いて、H.264規格のマクロブロックと同様
の目的を有する。たとえば、ツリーブロックは、4つの子ノード(サブCUとも呼ばれる)に
分割されてもよく、各子ノードは、今度は親ノードになり、別の4つの子ノードに分割さ
れてもよい。最後の、4分木のリーフノードと呼ばれる分割されていない子ノードは、リ
ーフCUとも呼ばれるコーディングノードを備える。コード化ビットストリームと関連付け
られたシンタックスデータは、最大CU深度と呼ばれる、ツリーブロックが分割されてもよ
い最大回数を規定してもよく、また、コーディングノードの最小サイズを規定してもよい
。したがって、ビットストリームはまた、最小コーディングユニット(SCU)を規定しても
よい。本開示は、HEVCのコンテキストにおけるCU、PU、もしくはTU、または他の規格のコ
ンテキストにおける同様のデータ構造(たとえば、H.264/AVCにおけるマクロブロックおよ
びそれらのサブブロック)のうちのいずれかを指すために、「ブロック」という用語を使
用する。
【００４８】
　CUは、コーディングノードと、コーディングノードに関連付けられた予測ユニット(PU:
prediction unit)および変換ユニット(TU:transform unit)とを含む。CUのサイズはコー
ディングノードのサイズに対応し、典型的には、形状が正方形である。CUのサイズは、8
×8ピクセルから、最大64×64ピクセルまたはそれ以上のツリーブロックのサイズまでの
範囲であってもよい。各CUは、1つまたは複数のPUと1つまたは複数のTUとを含んでもよい
。CUに関連付けられたシンタックスデータは、たとえば、1つまたは複数のPUへのCUの区
分を記述してもよい。分割モードは、CUがスキップもしくは直接モードで符号化されてい
るか、イントラ予測モードで符号化されているか、またはインター予測モードで符号化さ
れているかに応じて異なってもよい。PUは、形状が非正方形であるように区分されてもよ
い。CUに関連付けられたシンタックスデータはまた、たとえば、4分木に従った1つまたは
複数のTUへのCUの区分を記述してもよい。TUは、形状が正方形または非正方形(たとえば
、矩形)であることが可能である。
【００４９】
　HEVC規格は、TUに従う変換を可能にし、それはCUごとに異なってもよい。イントラモー
ドでは通常、区分されたLCUについて定義された所与のCU内のPUのサイズに基づいてTUの
サイズが定められるが、これが必ずしも当てはまるとは限らない場合がある。TUは通常、
PUと同じサイズであるか、またはPUよりも小さい。インターモードでは、TUはPUよりも大
きくてもよい。いくつかの例では、CUに対応する残差サンプルは「残差4分木」(RQT:resi
dual quad tree)として知られる4分木構造を使用して、より小さいユニットに細分されて
もよい。RQTのリーフノードは、変換ユニット(TU)と呼ばれることがある。TUに関連付け
られたピクセル差分値は、量子化されてもよい変換係数を生成するために変換されてもよ
い。
【００５０】
　リーフCUは、1つまたは複数の予測ユニット(PU)を含んでよい。一般に、PUは、対応す
るCUの全部または一部に対応する空間エリアを表し、PUに対する参照サンプルを取り出す
ためのデータを含んでよい。さらに、PUは、予測プロセスに関連するデータを含む。たと
えば、PUがイントラモード符号化されたとき、PUに対するデータは、PUに対応するTUに対
するイントラ予測モードを記述するデータを含む場合がある残差4分木(RQT)の中に含まれ
てよい。別の例として、PUがインターモード符号化されたとき、PUは、PUのための1つま
たは複数の動きベクトルを定義するデータを含んでもよい。PUのための動きベクトルを定
義するデータは、たとえば、動きベクトルの水平成分、動きベクトルの垂直成分、動きベ
クトルの解像度(たとえば、4分の1ピクセル精度もしくは8分の1ピクセル精度)、動きベク
トルが指す参照ピクチャ、および/または動きベクトルのための参照ピクチャリスト(たと
えば、リスト0、リスト1、もしくはリストC)を記述してもよい。
【００５１】
　1つまたは複数のPUを有するリーフCUはまた、1つまたは複数の変換ユニット(TU)を含ん
でもよい。変換ユニットは、上記のように、RQT(TU4分木構造とも呼ばれる)を使用して指
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定されてよい。たとえば、分割フラグは、リーフCUが4つの変換ユニットに分割されるか
どうかを示してよい。次いで、各変換ユニットは、さらなるサブTUにさらに分割されてよ
い。TUは、それ以上分割されないとき、リーフTUと呼ばれることがある。一般に、イント
ラコーディングでは、1つのリーフCUに属するすべてのリーフTUは、同じイントラ予測モ
ードを共有する。すなわち、同じイントラ予測モードは、一般に、リーフCUのすべてのTU
に対する予測値を計算するために適用される。イントラコーディングでは、ビデオエンコ
ーダ20は、各リーフTUに対する残差値を、TUに対応するCUの部分と元のブロックとの間の
差としてイントラ予測モードを使用して計算してもよい。TUは、必ずしもPUのサイズに限
定されるとは限らない。したがって、TUは、PUより大きくても小さくてもよい。イントラ
コーディングに対して、PUは、同じCUに対して対応するリーフTUとコロケートされてよい
。いくつかの例では、リーフTUの最大サイズは、対応するリーフCUのサイズに相当しても
よい。
【００５２】
　その上、リーフCUのTUはまた、残差4分木(RQT)と呼ばれるそれぞれの4分木データ構造
と関連付けられてもよい。すなわち、リーフCUがTUに、どのように区分されているかを示
す4分木を、リーフCUは含んでもよい。TU4分木のルートノードは概して、リーフCUに対応
し、一方、CU4分木のルートノードは概して、ツリーブロック(またはLCU)に対応する。分
割されないRQTのTUは、リーフTUと呼ばれる。一般に、本開示は、別段に記載されていな
い限り、リーフCUを指すためにCUという用語を、リーフTUを指すためにTUという用語を使
用する。
【００５３】
　ビデオシーケンスは通常、一連のピクチャを含む。本明細書において説明するように、
「ピクチャ」と「フレーム」は互換的に使用される場合がある。すなわち、ビデオデータ
を含むピクチャは、ビデオフレームと呼ばれることも、あるいは単に「フレーム」と呼ば
れることもある。ピクチャグループ(GOP)は一般に、一連の1つまたは複数のビデオピクチ
ャを備える。GOPは、GOPに含まれるピクチャの数を記述するシンタックスデータを、GOP
のヘッダ、ピクチャのうちの1つまたは複数のヘッダ、または他の場所に含んでもよい。
ピクチャの各スライスは、それぞれのスライスの符号化モードを記述するスライスシンタ
ックスデータを含んでもよい。ビデオエンコーダ20は通常、ビデオデータを符号化するた
めに、個々のビデオスライス内のビデオブロック上で動作する。ビデオブロックは、CU内
のコーディングノードに対応する場合がある。ビデオブロックは固定サイズまたは可変サ
イズを有してもよく、指定されたコーディング規格に従ってサイズが異なってもよい。
【００５４】
　一例として、HMは、様々なPUサイズにおける予測をサポートする。特定のCUのサイズが
2N×2Nであると仮定すると、HMは、2N×2NまたはN×NのPUサイズにおけるイントラ予測と
、2N×2N、2N×N、N×2N、またはN×Nの対称PUサイズにおけるインター予測とをサポート
する。HMはまた、2N×nU、2N×nD、nL×2N、およびnR×2NのPUサイズにおけるインター予
測のための非対称区分をサポートする。非対称区分では、CUの一方の方向は、区分されず
、他方の方向は、25%および75%に区分される。25%区分に対応するCUの部分は、「n」とそ
の後に続く「上」、「下」、「左」、または「右」の表示によって示される。したがって
、たとえば、「2N×nU」は、上に2N×0.5NのPUおよび下に2N×1.5NのPUで水平に区分され
た2N×2NのCUを指す。
【００５５】
　本開示では、「NxN」および「N掛けるN」は、垂直方向および水平方向の寸法に関する
ビデオブロックのピクセルの寸法、たとえば、16×16ピクセル、または16掛ける16ピクセ
ルを指すために、交換可能に使用されてもよい。一般に、16×16ブロックは、垂直方向に
16ピクセル(y=16)と水平方向に16ピクセル(x=16)とを有することになる。同様に、N×Nブ
ロックは、一般に、垂直方向にNピクセルと水平方向にNピクセルとを有し、ここでNは、
負ではない整数値を表す。ブロック内のピクセルは、行および列に配置されてもよい。さ
らに、ブロックは、必ずしも水平方向で垂直方向と同じ数のピクセルを有する必要はない
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。たとえば、ブロックは、N×Mピクセルを備えてもよく、ここでMは、Nと必ずしも等しく
ない。
【００５６】
　CUのPUを使用するイントラ予測またはインター予測コーディングに続いて、ビデオエン
コーダ20は、CUのTUのための残差データを計算してもよい。PUは、空間領域(ピクセル領
域とも呼ばれる)における予測ピクセルデータを生成する方法またはモードを記述するシ
ンタックスデータを備えてもよく、TUは、変換、たとえば離散コサイン変換(DCT)、整数
変換、ウェーブレット変換、または概念的に同様の変換を残差ビデオデータに適用するこ
とに続いて、変換領域における係数を備えてもよい。残差データは、符号化されていない
ピクチャのピクセルと、PUに対応する予測値との間のピクセル差に対応してもよい。ビデ
オエンコーダ20は、CUのための残差データを含むTUを形成し、次いで、CUのための変換係
数を生成するためにTUを変換してもよい。
【００５７】
　変換係数を生成するための任意の変換に続いて、ビデオエンコーダ20は、変換係数の量
子化を実行してもよい。量子化は、一般に、係数を表すために使用されるデータの量をで
きる限り低減するために変換係数が量子化され、さらなる圧縮が行われるプロセスを指す
。量子化プロセスは、係数の一部またはすべてに関連付けられたビット深度を低減しても
よい。たとえば、nビット値は、量子化の間にmビット値に切り捨てられてもよく、ここで
nは、mよりも大きい。
【００５８】
　量子化に続いて、ビデオエンコーダ20は、量子化された変換係数を含む2次元マトリッ
クスから1次元ベクトルを生成して、変換係数を走査してもよい。走査は、アレイの前方
により高いエネルギー(したがって、より低い周波数)係数を配置し、アレイの後方により
低いエネルギー(したがって、より高い周波数)係数を配置するように設計されてもよい。
【００５９】
　いくつかの例では、ビデオエンコーダ20は、エントロピー符号化されることが可能なシ
リアル化ベクトルを生成するために、量子化された変換係数を走査するために事前定義さ
れた走査順を利用してもよい。他の例では、ビデオエンコーダ20は、適応走査を実行して
もよい。1次元ベクトルを形成するために、量子化された変換係数を走査した後、ビデオ
エンコーダ20は、たとえば、コンテキスト適応可変長コーディング(CAVLC:context adapt
ive variable length coding)、コンテキスト適応2値算術コーディング(CABAC:context a
daptive binary arithmetic coding)、シンタックスベースコンテキスト適応2値算術コー
ディング(SBAC:syntax-based context-adaptive binary arithmetic coding)、確率イン
ターバル区分エントロピー(PIPE:Probability Interval Partitioning Entropy)コーディ
ング、または別のエントロピー符号化方法に従って、1次元ベクトルをエントロピー符号
化してもよい。ビデオエンコーダ20はまた、ビデオデータを復号する上でビデオデコーダ
30によって使用するための符号化されたビデオデータに関連付けられたシンタックス要素
をエントロピー符号化してもよい。
【００６０】
　ビデオエンコーダ20は、さらに、ブロックベースのシンタックスデータ、ピクチャベー
スのシンタックスデータ、およびGOPベースのシンタックスデータなどのシンタックスデ
ータを、たとえばピクチャヘッダ、ブロックヘッダ、スライスヘッダ、またはGOPヘッダ
においてビデオデコーダ30に送信することがある。GOPシンタックスデータは、それぞれ
のGOP内のピクチャの数を記述してもよく、ピクチャシンタックスデータは、対応するピ
クチャを符号化するために使用される符号化/予測モードを示してもよい。
【００６１】
　図2は、以下においてより詳細に説明するように、成分間予測に関する本開示の技法を
実施する場合があるビデオエンコーダ20の一例を示すブロック図である。
【００６２】
　ビデオエンコーダ20は、ビデオスライス内のビデオブロックのイントラコーディングと
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インターコーディングとを実行してもよい。イントラコーディングは、所与のビデオフレ
ームまたはピクチャ内のビデオにおける空間的冗長性を低減または除去するために空間予
測に依存する。インターコーディングは、ビデオシーケンスの隣接するフレームまたはピ
クチャ内のビデオの時間的冗長性を低減または除去するために時間予測に依存する。イン
トラモード(Iモード)は、いくつかの空間ベースのコーディングモードのうちのいずれか
を指す場合がある。単方向予測(Pモード)または双予測(Bモード)などのインターモードは
、いくつかの時間ベースのコーディングモードのうちのいずれかを指す場合がある。
【００６３】
　図2に示すように、ビデオエンコーダ20は、符号化されるべきビデオフレーム内の現在
のビデオブロックを受信する。図2の例では、ビデオエンコーダ20は、ビデオデータメモ
リ41と、モード選択ユニット40と、復号済みピクチャバッファ(DPB)64と、加算器50と、
成分間予測処理ユニット51と、変換処理ユニット52と、量子化ユニット54と、エントロピ
ー符号化ユニット56とを含む。モード選択ユニット40は、動き補償ユニット44と、動き推
定ユニット42と、イントラ予測ユニット46と、区分ユニット48とを含む。ビデオブロック
の再構成のために、ビデオエンコーダ20は、逆量子化ユニット58と、逆変換ユニット60と
、逆成分間予測処理ユニット61と、加算器62も含む。デブロッキングフィルタ(図2に図示
せず)もまた、再構成されたビデオからブロッキネスアーティファクトを除去するために
、ブロック境界をフィルタ処理するために含まれてもよい。必要に応じて、デブロッキン
グフィルタは、典型的には、加算器62の出力をフィルタリングする。追加のフィルタ(ル
ープ内またはループ後)がデブロッキングフィルタに加えて使用されてもよい。そのよう
なフィルタは、簡潔のために示さないが、所望される場合、(ループ内フィルタとして)加
算器50の出力をフィルタ処理してよい。例示的なフィルタは、適応ループフィルタ、サン
プル適応オフセット(SAO)フィルタ、または他の種類のフィルタを含んでもよい。
【００６４】
　ビデオデータメモリ41は、ビデオエンコーダ20の構成要素によって符号化されるべきビ
デオデータを記憶してもよい。ビデオデータメモリ41内に記憶されるビデオデータは、た
とえば、ビデオソース18から取得されてもよい。復号済みピクチャバッファ64は、たとえ
ば、イントラコーディングモードまたはインターコーディングモードにおいて、ビデオエ
ンコーダ20によってビデオデータを符号化する際に使用するための参照ビデオデータを記
憶する参照ピクチャメモリであってもよい。ビデオデータメモリ41および復号済みピクチ
ャバッファ64は、シンクロナスDRAM(SDRAM)を含むダイナミックランダムアクセスメモリ(
DRAM)、磁気抵抗RAM(MRAM)、抵抗変化型RAM(RRAM(登録商標))、または他のタイプのメモ
リデバイスなどの、様々なメモリデバイスのいずれかによって形成されてもよい。ビデオ
データメモリ41および復号済みピクチャバッファ64は、同じメモリデバイスまたは別個の
メモリデバイスによって提供されてもよい。様々な例では、ビデオデータメモリ41は、ビ
デオエンコーダ20の他の構成要素とともにオンチップであってもよく、または、これらの
構成要素に対してオフチップであってもよい。
【００６５】
　符号化プロセス中に、ビデオエンコーダ20は、コーディングされるべきビデオフレーム
またはスライスを受信する。フレームまたはスライスは、複数のビデオブロックに分割さ
れてよい。動き推定ユニット42および動き補償ユニット44は、時間予測を実現するために
、1つまたは複数の参照フレーム内の1つまたは複数のブロックに対する受信されたビデオ
ブロックのインター予測コーディングを実行する。代替として、イントラ予測ユニット46
は、空間予測を提供するために、コーディングされるべきブロックと同じフレームまたは
スライス内の1つまたは複数の隣接ブロックに対する受信されたビデオブロックのイント
ラ予測コーディングを実行してもよい。ビデオエンコーダ20は、たとえば、ビデオデータ
の各ブロックに対する適切なコーディングモードを選択するために、複数のコーディング
パスを実行してよい。
【００６６】
　その上、区分ユニット48は、以前のコーディングパスにおける以前の区分方式の評価に
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基づいて、ビデオデータのブロックをサブブロックに区分してもよい。たとえば、区分ユ
ニット48は、最初にフレームまたはスライスをLCUに区分し、レートひずみ分析(たとえば
、レートひずみ最適化)に基づいて、LCUの各々をサブCUに区分してもよい。モード選択ユ
ニット40は、LCUをサブCUに区分することを示す4分木データ構造をさらに作成してもよい
。4分木のリーフノードCUは、1つまたは複数のPUと1つまたは複数のTUとを含んでもよい
。
【００６７】
　モード選択ユニット40は、たとえば誤差結果に基づいてイントラコーディングモードま
たはインターコーディングモードのうちの一方を選択してもよく、得られたイントラコー
ド化ブロックまたはインターコード化ブロックを、残差ブロックデータを生成するために
加算器50に供給し、参照フレームとして使用するための符号化ブロックを再構成するため
に加算器62に供給する。モード選択ユニット40はまた、動きベクトル、イントラモードイ
ンジケータ、区分情報、および他のそのようなシンタックス情報などのシンタックス要素
をエントロピー符号化ユニット56に供給する。
【００６８】
　動き推定ユニット42および動き補償ユニット44は高集積される場合があるが、概念的な
目的のために別々に示されている。動き推定ユニット42によって実行される動き推定は、
ビデオブロックに関する動きを推定する動きベクトルを生成するプロセスである。動きベ
クトルは、たとえば、現在のフレーム(またはコーディングされた他のユニット)内でコー
ディングされている現在のブロックに対する、参照フレーム(またはコーディングされた
他のユニット)内の予測ブロックに対する、現在のビデオフレームまたはピクチャ内のビ
デオブロックのPUの変位を示す場合がある。
【００６９】
　予測ブロックは、差分絶対値和(SAD:sum of absolute difference)、差分二乗和(SSD:s
um of square difference)、または他の差分メトリックによって決定される場合があるピ
クセル差分に関して、コーディングされるべきブロックと厳密に一致することが判明した
ブロックである。いくつかの例では、ビデオエンコーダ20は、復号済みピクチャバッファ
64内に記憶された参照ピクチャのサブ整数ピクセル位置に関する値を計算してもよい。た
とえば、ビデオエンコーダ20は、参照ピクチャの4分の1ピクセル位置の値、8分の1ピクセ
ル位置の値、または他の分数ピクセル位置の値を補間してもよい。したがって、動き推定
ユニット42は、フルピクセル位置および分数ピクセル位置に対する動き探索を実行し、分
数ピクセル精度で動きベクトルを出力してもよい。
【００７０】
　動き推定ユニット42は、参照ピクチャの予測ブロックの位置とPUの位置とを比較するこ
とによって、インターコーディングされたスライス内のビデオブロックのPUのための動き
ベクトルを計算する。参照ピクチャは、その各々が復号済みピクチャバッファ64内に記憶
された1つまたは複数の参照ピクチャを識別する、第1の参照ピクチャリスト(リスト0)ま
たは第2の参照ピクチャリスト(リスト1)から選択されてもよい。動き推定ユニット42は、
計算された動きベクトルをエントロピー符号化ユニット56および動き補償ユニット44に送
信する。
【００７１】
　動き補償ユニット44によって実行される動き補償は、動き推定ユニット42によって決定
された動きベクトルに基づいて、予測ブロックをフェッチまたは生成することを含んでも
よい。この場合も、動き推定ユニット42および動き補償ユニット44は、いくつかの例では
、機能的に統合されてもよい。動き補償ユニット44は、現在のビデオブロックのPUのため
の動きベクトルを受信したときに、参照ピクチャリストのうちの1つにおいて動きベクト
ルが指す予測ブロックの位置を特定してもよい。加算器50は、以下で説明するように、コ
ーディングされている現在のビデオブロックのピクセル値から予測ブロックのピクセル値
を減算し、ピクセル差分値を形成することによって、残差ビデオブロックを形成する。一
般に、動き推定ユニット42は、ルーマ成分に対する動き推定を実行し、動き補償ユニット
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44は、クロマ成分とルーマ成分の両方に対してルーマ成分に基づいて計算された動きベク
トルを使用する。モード選択ユニット40はまた、ビデオスライスのビデオブロックを復号
する際にビデオデコーダ30によって使用するための、ビデオブロックおよびビデオスライ
スに関連付けられたシンタックス要素を生成してもよい。
【００７２】
　イントラ予測ユニット46は、上記で説明したように、動き推定ユニット42および動き補
償ユニット44によって実行されるインター予測の代替として、現在のブロックをイントラ
予測してもよい。具体的には、イントラ予測ユニット46は、現在のブロックを符号化する
ために使用するイントラ予測モードを決定してもよい。いくつかの例では、イントラ予測
ユニット46は、たとえば、別々の符号化パスの間、様々なイントラ予測モードを使用して
現在のブロックを符号化してもよく、イントラ予測ユニット46(または、いくつかの例で
はモード選択ユニット40)は、テストされたモードから使用する適切なイントラ予測モー
ドを選択してもよい。
【００７３】
　たとえば、イントラ予測ユニット46は、様々なテストされたイントラ予測モードに対し
てレート-ひずみ分析を使用してレート-ひずみ値を計算し、テストされたモードの中から
最良のレート-ひずみ特性を有するイントラ予測モードを選択してもよい。レート-ひずみ
分析は、一般に、符号化ブロックと、符号化ブロックを生成するために符号化された元の
非符号化ブロックとの間のひずみ(または誤差)の量、ならびに、符号化ブロックを生成す
るために使用されたビットレート(すなわち、ビット数)を決定する。イントラ予測ユニッ
ト46は、どのイントラ予測モードがブロックのための最良のレート-ひずみ値を示すのか
を判断するために、様々な符号化ブロックに関するひずみおよびレートから比を計算して
もよい。
【００７４】
　成分間予測処理ユニット51は、第1の色成分の残差を使用して第2および第3の色成分の
残差をコーディングする適応的に切り替えられる予測子である。例示的な一手法では、YC

bCrの場合、2つのクロマ(Cb,Cr)成分の残差をコーディングするのにルーマ(Y)成分の残差
が使用される。例示的な別の手法では、RGBの緑色(G)チャネルの残差は、赤色(R)チャネ
ルおよび青色(B)チャネルの残差をコーディングするのに使用される。成分間予測処理ユ
ニット51は、成分間予測のためのスケーリングパラメータのマッピング関数を決定してシ
グナリングすることに関する本開示の技法を実行するように構成されてもよい。この技法
について、以下においてより詳細に説明する。
【００７５】
　変換処理ユニット52は、残差ブロックに変換を適用し、残差変換係数のブロックを生成
する。変換では、残差情報をピクセル値領域から周波数領域などの変換領域に変換しても
よい。変換処理ユニット52は、離散コサイン変換(DCT)などの変換または概念的にDCTに類
似した他の変換を実行してもよい。ウェーブレット変換、整数変換、サブバンド変換、ま
たは他のタイプの変換が使用されてもよい。変換処理ユニット52は、結果として生じた変
換係数を量子化ユニット54に送信してもよい。いくつかの例では、変換プロセスがスキッ
プされてもよい。
【００７６】
　量子化ユニット54は、ビットレートをさらに低減するために、変換係数を量子化する。
量子化プロセスでは、係数の一部またはすべてに関連するビット深度を小さくしてもよい
。量子化の程度は、量子化パラメータを調整することによって修正されてもよい。いくつ
かの例では、量子化ユニット54は、次いで、量子化変換係数を含む行列の走査を実行して
もよい。代替的には、エントロピー符号化ユニット56が走査を実行してもよい。
【００７７】
　量子化に続いて、エントロピー符号化ユニット56は、量子化変換係数をエントロピーコ
ーディングする。たとえば、エントロピー符号化ユニット56は、コンテキスト適応型バイ
ナリ算術コーディング(CABAC)、またはコンテキスト適応型可変長コーディング(CAVLC)、
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シンタックスベースコンテキスト適応型2進算術コーディング(SBAC)、確率インターバル
区分エントロピー(PIPE)コーディングなどの他のエントロピーコーディングプロセスを実
行してもよい。コンテキストベースのエントロピーコーディングの場合には、コンテキス
トは、隣接ブロックに基づいてもよい。エントロピー符号化ユニット56によるエントロピ
ーコーディングに続いて、符号化ビットストリームは、別のデバイス(たとえば、ビデオ
デコーダ30)に送信されてもよく、または後の送信もしくは検索のためにアーカイブされ
てもよい。
【００７８】
　逆量子化ユニット58、逆変換ユニット60、および逆成分間予測処理ユニット61は、たと
えば、参照ブロックとして後で使用できるように、ピクセル領域における残差ブロックを
再構成するために、それぞれ、逆量子化、逆変換、および逆成分間予測処理を適用する。
動き補償ユニット44は、復号済みピクチャバッファ64のフレームのうちの1つの予測ブロ
ックに残差ブロックを加算することによって、参照ブロックを計算してもよい。動き補償
ユニット44はまた、サブ整数ピクセル値を動き推定において使用できるように計算するた
めに、1つまたは複数の補間フィルタを再構成された残差ブロックに適用してもよい。
【００７９】
　加算器62は、復号済みピクチャバッファ64内に記憶する再構成されたビデオブロックを
生成するために動き補償ユニット44によって生成された動き補償された予測ブロックに再
構成された残差ブロックを加算する。再構成されたビデオブロックは、後続のビデオフレ
ーム中のブロックをインターコーディングするために、参照ブロックとして、動き推定ユ
ニット42および動き補償ユニット44によって使用されてもよい。
【００８０】
　例示的な一手法では、成分間予測処理ユニット51は、ビデオデータのブロックの成分間
予測に関するスケーリングパラメータを決定することと、複数のマッピング関数からある
マッピング関数を選択することであって、各マッピング関数が、スケーリングパラメータ
の値に相当するマッピングされた値にスケーリングパラメータをマッピングする、選択す
ることと、ビデオビットストリームにおいて、第1のシンタックス要素をシグナリングす
ることであって、第1のシンタックス要素の値が、複数のマッピング関数から選択された
マッピング関数を示す、シグナリングすることと、ビデオビットストリームにおいて、第
2のシンタックス要素をシグナリングすることであって、第2のシンタックス要素が、選択
されたマッピング関数に相当するマッピングされた値を含む、シグナリングすることとに
よって、本開示の技法に従ってビデオデータのブロックを符号化する。
【００８１】
　図3は、成分間予測のための技法を実施する場合があるビデオデコーダ30の一例を示す
ブロック図である。図3の例では、ビデオデコーダ30は、ビデオデータメモリ71と、エン
トロピー復号ユニット70と、動き補償ユニット72と、イントラ予測ユニット74と、逆量子
化ユニット76と、逆変換ユニット78と、逆成分間予測処理ユニット79と、復号済みピクチ
ャバッファ(DPB)82と、加算器80とを含む。
【００８２】
　ビデオデータメモリ71は、ビデオデコーダ30の構成要素によって復号されるべき符号化
されたビデオビットストリームなどのビデオデータを記憶してもよい。ビデオデータメモ
リ71に記憶されるビデオデータは、たとえば、コンピュータ可読媒体から取得されてもよ
く、またはたとえば、カメラなどのローカルビデオソースから取得されてもよく、または
ビデオデータのワイヤードネットワーク通信もしくはワイヤレスネットワーク通信を介し
て取得されてもよく、または物理データ記憶媒体にアクセスすることによって取得されて
もよい。ビデオデータメモリ71は、符号化されたビデオビットストリームからの符号化さ
れたビデオデータを記憶するコーディングピクチャバッファ(CPB:coded picture buffer)
を形成してもよい。復号済みピクチャバッファ82は、たとえば、イントラコーディングモ
ードまたはインターコーディングモードにおいて、ビデオデコーダ30によってビデオデー
タを復号する際に使用できる参照ビデオデータを記憶する参照ピクチャメモリであっても
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よい。ビデオデータメモリ71および復号済みピクチャバッファ82は、シンクロナスDRAM(S
DRAM)を含むダイナミックランダムアクセスメモリ(DRAM)、磁気抵抗RAM(MRAM)、抵抗変化
型RAM(RRAM(登録商標))、または他のタイプのメモリデバイスなどの、様々なメモリデバ
イスのいずれかによって形成されてもよい。ビデオデータメモリ71および復号済みピクチ
ャバッファ82は、同じメモリデバイスまたは別個のメモリデバイスによって提供されても
よい。様々な例では、ビデオデータメモリ71は、ビデオデコーダ30の他の構成要素ととも
にオンチップであってもよく、または、これらの構成要素に対してオフチップであっても
よい。
【００８３】
　復号プロセスの間、ビデオデコーダ30は、ビデオエンコーダ20から、符号化されたビデ
オスライスのビデオブロックと関連するシンタックス要素とを表す符号化されたビデオビ
ットストリームを受信する。エントロピー復号ユニット70は、量子化された係数と、動き
ベクトルまたはイントラ予測モードインジケータと、他のシンタックス要素とを生成する
ためにビットストリームをエントロピー復号する。ビデオデコーダ30は、シンタックス要
素をビデオスライスレベルおよび/またはビデオブロックレベルにおいて受信してもよい
。
【００８４】
　ビデオスライスがイントラコード化(I)スライスとしてコーディングされるとき、イン
トラ予測ユニット74は、シグナリングされたイントラ予測モードと、現在のフレームまた
はピクチャの以前に復号されたブロックからのデータとに基づいて、現在のビデオスライ
スのビデオブロックのための予測データを生成してもよい。
【００８５】
　ビデオフレームがインターコード化(すなわち、BまたはP)スライスとしてコーディング
されるとき、動き補償ユニット72は、エントロピー復号ユニット70から受信された動きベ
クトルと他のシンタックス要素とに基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロックの
ための予測ブロックを生成する。予測ブロックは、参照ピクチャリストのうちの1つのリ
スト内の参照ピクチャのうちの1つから生成されてもよい。ビデオデコーダ30は、復号済
みピクチャバッファ82内に記憶された参照ピクチャに基づいて、デフォルトの構成技法を
使用して、参照フレームリスト、リスト0およびリスト1を構成してもよい。
【００８６】
　動き補償ユニット72は、動きベクトルと他のシンタックス要素とをパースすることによ
って、現在のビデオスライスのビデオブロックのための予測情報を決定し、予測情報を使
用して、復号されている現在のビデオブロックのための予測ブロックを生成する。たとえ
ば、動き補償ユニット72は、ビデオスライスのビデオブロックをコーディングするために
使用される予測モード(たとえば、イントラまたはインター予測)と、インター予測スライ
スタイプ(たとえば、BスライスまたはPスライス)と、スライスのための1つまたは複数の
参照ピクチャリストのための構成情報と、スライスのインター符号化された各ビデオブロ
ックのための動きベクトルと、スライスのインターコーディングされた各ビデオブロック
のためのインター予測状態と、現在のビデオスライス内のビデオブロックを復号するため
の他の情報とを決定するために、受信したシンタックス要素のうちのいくつかを使用する
。
【００８７】
　動き補償ユニット72はまた、補間フィルタに基づいて補間を実行してもよい。動き補償
ユニット72は、ビデオブロックの符号化の間にビデオエンコーダ20によって使用された補
間フィルタを使用して、参照ブロックのサブ整数ピクセルのための補間された値を計算し
てもよい。この場合、動き補償ユニット72は、受信されたシンタックス要素からビデオエ
ンコーダ20によって使用された補間フィルタを判定し、補間フィルタを使用して、予測ブ
ロックを生成してもよい。
【００８８】
　逆量子化ユニット76は、ビットストリーム内に供給され、エントロピー復号ユニット70
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によって復号された量子化された変換係数を逆量子化する(inverse quantize)、すなわち
逆量子化する(de-quantize)。逆量子化プロセスは、量子化の程度を決定し、同様に、適
用されるべき逆量子化の程度を決定するために、ビデオデコーダ30によって計算された量
子化パラメータQPYをビデオスライス内の各ビデオブロックに使用することを含んでもよ
い。逆変換ユニット78は、ピクセル領域における残差ブロックを生成するために、変換係
数に逆変換、たとえば、逆DCT、逆整数変換、または概念的に同様の逆変換プロセスを適
用する。
【００８９】
　逆成分間予測処理ユニット79は、第2および第3の色成分のコーディングされた残差を受
信し、第2および第3の色成分の残差を第1の色成分の関数として再構成する。YCbCrの場合
、ルーマ(Y)成分は、たとえば第1の成分として使用されてもよく、その場合、ルーマ成分
の残差は、2つのクロマ(Cb,Cr)成分の残差を再構成するのに使用される。同様に、RGBの
場合、緑色(G)成分は、たとえば第1の成分として使用されてもよく、その場合、緑色成分
の残差は、赤色(R)成分および青色(B)成分の残差を再構成するのに使用される。このプロ
セスについて以下にさらに詳細に説明する。
【００９０】
　動き補償ユニット72またはイントラ予測ユニット74が、動きベクトルまたは他のシンタ
ックス要素に基づいて現在のビデオブロックのための予測ブロックを生成した後、ビデオ
デコーダ30は、逆成分間予測処理ユニット79からの残差ブロックを、動き補償ユニット72
またはイントラ予測ユニット74によって生成された対応する予測ブロックと加算すること
によって、復号されたビデオブロックを形成する。加算器80は、この加算演算を実行する
1つまたは複数の構成要素を表す。
【００９１】
　必要に応じて、ブロッキネスアーティファクトを除去することを目的として、復号ブロ
ックをフィルタ処理するためにデブロッキングフィルタが適用されてもよい。(コーディ
ングループ内またはコーディングループ後のいずれかの)他のループフィルタが、ピクセ
ル遷移を平滑化するために使用されるかまたは別の方法でビデオ品質を改善するために使
用されてもよい。次いで、所与のフレームまたはピクチャ中の復号されたビデオブロック
が、後続の動き補償のために使用される参照ピクチャを記憶する復号済みピクチャバッフ
ァ82内に記憶される。復号済みピクチャバッファ82はまた、復号されたビデオを後で図1
の表示デバイス32などの表示デバイス上に提示できるように記憶する。
【００９２】
　例示的な一手法では、逆成分間予測処理ユニット79は、ビデオデータのブロックに関す
る第1のシンタックス要素を受信することであって、第1のシンタックス要素の値が、成分
間予測に関するスケーリングパラメータの値を決定するのに使用すべき複数のマッピング
関数のうちの1つを示す、受信することと、ビデオデータのブロックに関する第2のシンタ
ックス要素を受信することであって、第2のシンタックス要素の値が、スケーリングパラ
メータの値に相当する、受信することと、第1のシンタックス要素によって示される複数
のマッピング関数のうちの1つおよび第2のシンタックス要素の値を使用してスケーリング
パラメータ値のセットからスケーリングパラメータの値を決定することと、スケーリング
パラメータの決定された値を使用してブロックビデオデータの少なくとも1つのクロマ成
分に関する成分間予測を実行することとによって、本開示の技法に従ってビデオデータを
復号する。
【００９３】
　HEVC RExtにはイントラBC技法が含まれている。図4は、イントラBCモードに従って現在
のピクチャ103内の現在のビデオブロック102を予測するための例示的な技法を示す概念図
である。図4は、現在のピクチャ103内の予測ビデオブロック104を示す。ビデオコーダ、
たとえば、ビデオエンコーダ20および/またはビデオデコーダ30は、予測ビデオブロック1
04を使用して、本開示の技法に従ってイントラBCモードに応じて現在のビデオブロック10
2を予測してもよい。
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【００９４】
　ビデオエンコーダ20は、ビデオデータの以前に再構成されたブロックのセットから現在
のビデオブロック102を予測するための予測ビデオブロック104を決定する。すなわち、予
測ビデオブロック104は、現在のビデオブロック102と同じフレームにおいてすでに符号化
され再構成されたビデオデータのブロックの中から決定される。ビデオエンコーダ20は、
符号化されたビデオビットストリームにも含まれるビデオデータを逆量子化し逆変換し、
得られた残差ブロックを、ビデオデータの再構成されたブロックを予測するのに使用され
る予測ブロックと加算することによってビデオデータのブロックを再構成する。
【００９５】
　図4の例では、現在のピクチャ103内の探索領域108は、「対象領域」、「探索領域」、
または「ラスタ領域」と呼ばれることもあり、以前に再構成されたビデオブロックのセッ
トを含む。ビデオエンコーダ20は、探索領域108内の様々なビデオブロックに基づいて現
在のビデオブロック102を予測しコーディングする相対的な効率および精度の分析に基づ
いて探索領域108内のビデオブロックの中から現在のビデオブロック102を予測するのに使
用される予測ビデオブロック104を決定してもよい。
【００９６】
　ビデオエンコーダ20は、現在のビデオブロック102に対する予測ビデオブロック104の位
置または変位を表す2次元ブロックベクトル106(オフセットベクトル、変位ベクトル、ま
たは動きベクトルとも呼ばれる)を決定する。いくつかの例では、ブロックベクトル106は
、予測ビデオブロック104の左上ピクセルの位置および現在のビデオブロック102の左上ピ
クセルの位置から計算される。しかし、ブロックベクトル106は、予測ビデオブロック104
および現在のビデオブロック102内の任意のあらかじめ定義された位置またはシグナリン
グされた位置に対して計算されてもよい。
【００９７】
　ブロックベクトル106は、それぞれ現在のビデオブロック102に対する予測ビデオブロッ
ク104の水平変位および垂直変位を表す水平変位成分112(すなわち、x成分)および垂直変
位成分110(すなわち、y成分)を含む2次元ベクトルである。ビデオエンコーダ20は、符号
化されたビデオビットストリーム内の、ブロックベクトル106を特定または定義し、たと
えば、水平変位成分112および垂直変位成分110を定義する1つまたは複数のシンタックス
要素を含んでもよい。ビデオデコーダ30は、ブロックベクトル106の水平変位成分および
垂直変位成分を決定するために1つまたは複数のシンタックス要素を復号し、決定された
ブロックベクトルを使用して現在のビデオブロック102に関する予測ビデオブロック104を
特定してもよい。
【００９８】
　現在のビデオブロック102はCUまたはCUのPUであってもよい。いくつかの例では、ビデ
オコーダ(たとえば、ビデオエンコーダ20および/またはビデオデコーダ30)は、イントラB
Cに従って予測されたCUをいくつかのPUに分割してもよい(たとえば、図5Aおよび図5Bを参
照されたい)。そのような例では、ビデオコーダは、CUのPUの各々についてそれぞれの(た
とえば、異なる)BVDを決定してもよい。たとえば、ビデオコーダは、2N×2N CUを2つの2N
×N PUまたは2つのN×2N PUまたは4つのN×N PUに分割してもよい。他の例として、ビデ
オコーダは、2N×2N CUを((N/2)×N + (3N/2)×N) PU、または((3N/2)×N + (N/2)×N) P
U、または(N×(N/2) + N×(3N/2)) PU、または(N×(3N/2) + N×(N/2)) PU、または4つの
(N/2)×2N PUs、または4つの2N×(N/2) PUに分割してもよい。いくつかの例では、ビデオ
コーダは、2N×2N PUを使用して2N×2N CUを予測してもよい。
【００９９】
　図4に示すように、予測ビデオブロック104がすでに復号された領域(すなわち、探索領
域108)の内側にしか存在できず、この領域の外側には存在できない場合が観測されること
がある。SCCに関するいくつかの提案では、ブロックベクトル106の全体をコーディングす
るのではなく、ビットストリームにおいてブロックベクトル差分(BVD)がコーディングさ
れる。BVDは、ブロックベクトルからブロックベクトル予測子(BVP)を減じた値である。BV
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P予測法に関する様々な提案があり、そのような方法を研究するためにコア実験が確立さ
れた(文献Soleら「HEVC Screen Content Coding Core Experiment 1 (SCCE1):Intra Bloc
k Copying Extensions」、ITU-T SG 16 WP 3およびISO/IEC JTC 1/SC 29/WG 11のビデオ
コーディング共同研究部会(JCT-VC)、第17回会議:スペイン、バレンシア、2014年3月27日
～4月4日、JCTVC-Q1121にいくつかの方法が詳述されている)。
【０１００】
　パーシングの間現在のブロックの予測子が既知である場合、有効なBVDおよび無効なBVD
を導出することができ、そのような情報を使用してBVDコーディングを最適化することが
できる。この所見を根拠として、BVDコーディングを向上させるためのシステムおよび方
法を開示する。本明細書ではイントラBCコーディングに関する様々な態様を開示する。後
述の例の各々は他の例と一緒に適用されてもまたは別個に適用されてもよい。
【０１０１】
　次の節では、本開示の成分間予測(CCP)技法に関連するHEVCの様々な特徴について説明
する。
【０１０２】
　上述のように、HEVCでは、スライスの中の最大のコーディングユニットは、コーディン
グツリーブロック(CTB)と呼ばれる。CTBは、そのノードがコーディングユニットである4
分木を含む。CTBのサイズは、HEVCメインプロファイルにおいて16×16～64×64の範囲と
することができる(ただし、技術的には8×8CTBサイズをサポートすることができる)。コ
ーディングユニット(CU)は、CTBと同じサイズであってもよいが、8×8程度の小さいサイ
ズであってもよい。各CUは、1つのモードによってコーディングされる(たとえば、インタ
ーコーディングまたはイントラコーディング)。CUは、インターコーディングされるとき
に、2つの予測ユニット(PU:prediction unit)にさらに区分されてもよく、またはさらな
る区分が適用されないときに単一のPUになってもよい。1つのCUの中に2つのPUが存在する
とき、各PUは、CUの半分のサイズの長方形であってもよく、あるいはCUの1/4または3/4の
サイズを有する2つの長方形であってよい。
【０１０３】
　CUがインターコーディングされるとき、動き情報の1セットが各PUに対して存在する。
加えて、各PUは、動き情報のセットを導出するために一意のインター予測モードでコーデ
ィングされる。HEVCでは、最小のPUサイズは、8×4および4×8である。
【０１０４】
　HEVCでは、予測残差をコーディングするために4×4、8×8、16×16および32×32のサイ
ズを有する4つの変換ユニット(TU:transform unit)を指定する。CTBは、4つ以上のTUに再
帰的に区分されてもよい。TUは、離散コサイン変換(DCT)関数に類似する整数基底関数を
使用する。加えて、イントラコード化領域に属する4×4ルーマ変換ブロックは、離散サイ
ン変換(DST)関数から導出される整数変換を使用して変換される。クロマ変換ブロックは
、ルーマ変換ブロックと同じTUサイズを使用する。
【０１０５】
　現在のHEVC規格では、各PUのルーマ成分に関して、33個の角度予測モード(2から34まで
のインデックスによって表される)、DCモード(1のインデックスによって表される)、およ
び平面モード(0のインデックスによって表される)からイントラ予測モードが決定される
。上記の35のイントラモードに加えて、「I-PCM」という名称のもう1つのモードもまた、
HEVCによって利用される。I-PCMモードでは、予測、変換、量子化、およびエントロピー
コーディングがバイパスされる一方で、予測サンプルが所定の数のビットだけコーディン
グされる。I-PCMモードの主たる目的は、信号が他のモードによって効率的にコーディン
グできない状況を処理することである。
【０１０６】
　HEVC規格では、それぞれPUに関する、インター予測のための動きベクトル予測プロセス
、指定されたマージ(スキップはマージの特殊なケースとみなされる)モードおよび高度動
きベクトル予測(AMVP)モードがある。AMVPモードまたはマージモードのいずれかにおいて
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、動きベクトル(MV)候補リストが、複数の動きベクトル予測子に関して維持される。現在
のPUの動きベクトル、ならびにマージモードにおける参照インデックスは、MV候補リスト
における1つの候補(たとえば、隣接ブロック)から動きベクトルおよび参照インデックス
のコピーを取ることによって生成される。
【０１０７】
　いくつかの例では、MV候補リストは、マージモードに関して5つまでの候補を含み、AMV
Pモードに関して2つの候補のみを含む。マージ候補は、動き情報のセット、たとえば参照
ピクチャリスト(リスト0およびリスト1)と参照インデックスの両方に対応する動きベクト
ルを含んでよい。マージ候補がマージインデックスによって識別される場合、参照ピクチ
ャが現在のブロックの予測のために使用されるだけでなく、関連する動きベクトルが決定
される。しかしながら、AMVP候補は動きベクトルだけを含むので、リスト0またはリスト1
のいずれかからの潜在的予測方向の各々に対するAMVPモードのもとで、参照インデックス
は、MV候補リストに対するMVPインデックスとともに明示的にシグナリングされる必要が
ある。AMVPモードでは、予測された動きベクトルをさらに改善することができる。
【０１０８】
　上記からわかるように、マージ候補は動き情報の全セットに対応し、一方、AMVP候補は
特定の予測方向および参照インデックスに関する1つの動きベクトルのみを含む。両モー
ドに対する候補は、同じ空間的および時間的隣接ブロックから同様に導出される。
【０１０９】
　空間的MV候補が、特定のPU(PU0)に対して図5Aに示す隣接ブロックから導出されるが、
ブロックから候補を生成する方法は、マージモードとAMVPモードとで異なる。マージモー
ドでは、4つまでの空間的MV候補を図5Aに番号で示される順番に導出することができる。M
V候補をチェックする順番としては、左(0)、上(1)、右上(2)、左下(3)、左上(4)の順に行
われる。
【０１１０】
　図5Bに示すように、AMVPモードでは、隣接ブロックは2つのグループ、すなわちブロッ
ク0および1からなる左のグループと、ブロック2、3および4からなる上のグループに分割
される。各グループに関して、シグナリングされた参照インデックスによって示される参
照ピクチャと同じ参照ピクチャを参照する隣接ブロック内の潜在的候補は、グループの最
終候補を形成するために選択されるための最高の優先度を有する。すべての隣接ブロック
が、同じ参照ピクチャを指す動きベクトルを含まないことが可能である。そのために、そ
のような候補を見出すことができない場合、第1の利用可能な候補が、最終候補を形成す
るようにスケーリングされることになり、したがって時間的距離の差を補償することがで
きる。
【０１１１】
　Wei Puら「RCE1:Descriptions and Results for Experiments 1, 2, 3, and 4」、ITU-
T SG 16 WP 3およびISO/IEC JTC1/SC 29/WG 11のJCT-VC、第15回会議:スイス、ジュネー
ブ、2013年10月25日～11月1日(JCTVC-O0202)において、ルーマ残差をクロマ成分の残差に
関する予測子として使用することによって色成分間の相関を除去するCCPに関する技法が
提案された。CCPを実施するために、スケーリングパラメータのセットがあらかじめ定義
され、スケーリングパラメータのうちの1つが選択されビットストリームにおいてシグナ
リングされる。CCPは、イントラコーディングされたブロックとインターコーディングさ
れたブロックの両方に対して実施されてもよい。しかし、イントラコーディングの場合、
いくつかの例では、直接モード(DM)およびクロマモードを有するブロックのみがこの予測
を使用することを許容される。スケーリングパラメータが変換ブロックごとに選択されて
もよい。
【０１１２】
　CCPに関する現在の提案にはいくつかの欠点がある。1つの欠点は、スケーリングパラメ
ータα、すなわち、log2_res_scale_abs_plus1の復号された値に関するマッピング関数に
関する。CCPに関する1つの手法では、(α?1<<(α-1):0)のマッピング関数を使用して、復
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号された値αを実際に使用されるスケーリングパラメータの値に変換する。
RGBシーケンスとYCbCrシーケンスをコーディングする際のスケーリングパラメータαの統
計結果はかなり異なる。したがって、同じマッピング関数を使用することは、異なる色コ
ーディングフォーマットに対して最適ではない場合がある。
【０１１３】
　第2の欠点は、スケーリングパラメータの固定セットが様々なテストシーケンスに適用
できないことである。
【０１１４】
　次に、成分間予測のコーディング性能を改善するためにこれらの欠点に対処する解決手
段について説明する。例示的な一手法では、コーディングされた情報に基づく新しいスケ
ーリングパラメータを使用して追加のコーディング利得を生成してもよい。
【０１１５】
　図6は、本開示の1つまたは複数の態様による、成分間予測パラメータをシグナリングす
るための例示的なプロセスを示すフローチャートである。単に一例として、図6の方法は
、図1および図2のビデオエンコーダ20に対応するビデオエンコーダなどのビデオエンコー
ダによって実施されてもよい。
【０１１６】
　以下の説明では、成分間予測に関して、rc(x,y)は、位置(x,y)における最終的なクロマ
再構成残差サンプルを表す。rc'(x,y)は、位置(x,y)においてビットストリームから再構
成されたクロマ残差サンプルを表し、rL(x,y)は、位置(x,y)におけるルーマ成分の再構成
された残差サンプルを表す。例示的な一手法では、クロマ残差は、エンコーダ側において
(スケーリングパラメータおよび/またはスケーリングパラメータの2つ以上のセットから
選択されたオフセットに基づいて)
rc'(x,y) = rc(x,y) - (α(i) × rL(x,y)) >> 3
として予測され、デコーダ側において、
rc(x,y) = rc'(x,y) + (α(i) × rL(x,y)) >> 3
として補償される。上式において、iはスケーリングパラメータの選択されたセットを示
し、選択されたセットへのインデックスは、選択されたスケーリングパラメータα(i)を
示す。
【０１１７】
　例示的な別の手法では、クロマ残差は、エンコーダ側において(スケーリングパラメー
タおよび/またはスケーリングパラメータの1つのセットから選択されたオフセットに基づ
いて)
rc'(x,y) = rc(x,y) - (α × rL(x,y)) >> 3
として予測され、デコーダ側において、
rc(x,y) = rc'(x,y) + (α × rL(x,y)) >> 3
として補償される。そのような例示的な一手法では、使用されるスケーリングパラメータ
および/もしくはオフセットは、新しいマッピング関数のシグナリングによってシグナリ
ングされ、またはいくつかの実施形態では、スケーリングパラメータおよび/もしくはオ
フセットのみのシグナリングによってシグナリングされる。いくつかのそのような手法で
は、シグナリングされたスケーリングパラメータは、デコーダおよびエンコーダによって
将来成分間予測に使用されるスケーリングパラメータのセットの一部になる。
【０１１８】
　さらに別の例示的な手法では、スケーリングパラメータおよび/またはオフセットは、
以前のフレームからの残差情報に基づいて決定される。
【０１１９】
　上記の手法の各々を包含するビデオを符号化する方法が図6に示されている。例示的な
一手法では、ビデオエンコーダ20内の成分間予測(CCP)処理ユニット51は、本開示の技法
に従ってビデオデータのブロックを符号化する。CCP処理ユニット51は、マッピング関数
を選択し(140)、選択されたマッピング関数を第1のシンタックス要素においてシグナリン
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の値に対応するマッピングされた値にマッピングする。CCP処理ユニット51は次いで、ビ
デオデータのブロックの成分間予測に関するスケーリングパラメータを決定する(144)。C
CP処理ユニット51は、ビデオビットストリームにおいて、第2のシンタックス要素をシグ
ナリングし(146)、この場合、第2のシンタックス要素は、選択されたマッピング関数に対
応するスケーリングパラメータのマッピングされた値を含む。例示的な一手法では、第1
のシンタックスが1つの全体的なスライス/ピクチャに対して1度のみシグナリングされ、
一方、第2のシンタックス要素の値は、たとえばTUレベルにおいてシグナリングされる。
【０１２０】
　例示的な一手法では、スケーリングパラメータαのセットは、{-8, -4, -2, -1, 0, 1,
 2, 4, 8}から包含的に選択されることが許容される。α=0であるとき、成分間残差予測
がオフにされる。TUレベルオン/オフスイッチシグナリングを使用してこのケースに効率
的に対処してもよい。
【０１２１】
　例示的なCCP実装形態に関するシンタックス要素およびセマンティクスを以下に示す。
関係するシンタックス要素はイタリック体によって示されている。
【０１２２】
【表１】

【０１２３】
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【０１２４】
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【表３】

【０１２５】
　次に、CCPに関する復号プロセスについて説明し、図7に示す。例示的な一手法では、ス
ケーリングパラメータαのシグナリングは2つの部分を有し、第1の部分は値を(log2_res_
scale_abs_plus1として)コーディングするものであり、第2の部分は符号フラグを(res_sc
ale_sign_flagとして)コーディングするものである。値(すなわち、以下の表ではabs(α)
)をコーディングする際、値はまず別の非負値(すなわち、M(α))にマッピングされ、次い
でtruncated unary binarization法によってコーディングされる。第1のマッピング関数
に関するabs(α)のマッピング関数を以下の表に示す。
【０１２６】
【表４】

【０１２７】
　第2のマッピング関数に関するabs(α)のマッピング関数を以下の表に示す。
【０１２８】

【表５】
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【０１２９】
　図7は、本開示の1つまたは複数の態様による、成分間予測を含むビデオを復号するため
の例示的なプロセスを示すフローチャートである。例示的な一手法では、逆成分間予測処
理ユニット79は、ビデオデータのブロックに関する第1のシンタックス要素を受信する(15
0)ことによって本開示の技法に従ってビデオデータを復号する。第1のシンタックス要素
は、第2の成分もしくは第3の成分のいずれかまたはその両方に関する第1の成分の残差を
スケーリングするのに使用されるスケーリングパラメータの値を決定するのに複数のマッ
ピング関数のうちのどれを使用すべきかを示す値を含む。逆CCP処理ユニット79は第2のシ
ンタックス要素も受信する(152)。第2のシンタックス要素は値を含む。逆CCP処理ユニッ
ト79は次いで、第2のシンタックス要素における値に基づいてスケーリングパラメータの
値を決定し(154)、第1の色成分(ここではルーマ成分)の残差値を調整する(156)。逆CCP処
理ユニット79は次いで、スケーリングパラメータの決定された値を使用してブロックビデ
オデータの少なくとも1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行する(158)。
【０１３０】
　いくつかの例示的な手法では、逆CCP処理ユニット79は第3のシンタックス要素を使用し
てスケーリングパラメータの符号を決定する。
【０１３１】
　例示的な一手法では、逆CCP処理ユニット79は、第1のシンタックス要素によって示され
るマッピング関数および第2のシンタックス要素の値を使用してスケーリングパラメータ
の値を決定する。そのような一手法では、ユニット79は、第2のシンタックス要素の値お
よび第1のシンタックス要素によって示されるマッピング関数を使用して、以下にさらに
詳細に説明するように第2のシンタックス要素の値をパラメータのあらかじめ定義された
セットにマッピングする。そのような一手法では、スケーリングパラメータのセットは、
{-8, -4, -2, -1, 0, 1, 2, 4, 8}である。マッピング関数は、第2のシンタックス要素の
値をスケーリングパラメータのセットの要素のうちの1つにマッピングするのに使用され
る。
【０１３２】
　例示的な一手法では、値は、パラメータの1つまたは複数のセットへのインデックスを
取得するために第1のシンタックス要素によって示されるマッピング関数によってマッピ
ングされる。
【０１３３】
　図8に示す方法では、ビデオエンコーダ20は、ビデオデータのブロックに関するルーマ
残差サンプルを決定し(180)、ビデオデータのブロックに関するクロマ残差サンプルを決
定する(182)。例示的な一手法では、ビデオエンコーダ20は、スケーリングパラメータの2
つ以上のセットから選択されたスケーリングパラメータによってルーマ残差サンプルを調
整してルーマ残差サンプル予測子を生成する(184)、クロマ残差サンプルおよびルーマ残
差サンプル予測子に基づいてビデオデータのブロックに関する予測クロマ残差サンプルを
決定する(186)。別の手法では、スケーリングパラメータはオフセットも含む。ビデオエ
ンコーダ20は、選択されたスケーリングパラメータおよびオフセットによって、ルーマ残
差サンプルを、ルーマ残差サンプル予測子を生成するように調整し(184)、クロマ残差サ
ンプルおよびルーマ残差サンプル予測子に基づいてビデオデータのブロックに関する予測
クロマ残差サンプルを決定する(186)。ビデオエンコーダ20のエントロピー符号化ユニッ
ト56は、予測クロマ残差サンプルおよびルーマ残差サンプルを符号化してもよい(188)。
【０１３４】
　上述のように、スケーリングパラメータの同じセットがすべてのアプリケーションに最
適であるとは限らない場合がある。システム10は、この問題に対処するために、2つ以上
のマッピング関数を含み、場合によっては、スケーリングパラメータの2つ以上のセット
を含む。例示的な一手法では、第1のマッピング関数がYCbCrシーケンスに使用され、一方
、第2のマッピング関数がRGBシーケンスに使用される。そのような例示的な一手法では、
所望のマッピング関数をシグナリングするためにシンタックス要素が使用される。スケー



(34) JP 2017-523672 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

リングパラメータの単一のセットにおいて2つのマッピング関数を有する例示的な手法で
は、そのようなシンタックス要素はフラグdiff_mapping_alpha_enabled_flagの形をとる
場合がある。3つ以上のマッピング関数を有する例示的な手法では、そのようなシンタッ
クス要素はインデックスdiff_mapping_alpha_enabled_idxの形をとる。
【０１３５】
　マッピングがスケーリングパラメータの同じセットに対するものである必要はない。例
示的な一手法では、diff_mapping_alpha_enabled_flagはスケーリングパラメータの2つの
セットのうちの一方を選択し、一方、パラメータの各セットにおけるマッピングは変化し
ない。同様に、スケーリングパラメータの3つ以上のセットの場合、diff_mapping_alpha_
enabled_idxにおけるインデックスはスケーリングパラメータの3つ以上のセットのうちの
1つを選択する。様々なマッピング関数とスケーリングパラメータのセットとを混合する
ことも考えられる。
【０１３６】
　以下の説明では、本開示の技法についてスケーリングパラメータのセットに関して説明
する。場合によっては、スケーリングパラメータの単一のセットにおいて様々なマッピン
グ関数を使用することによって同じ結果を実現できることを理解されたい。
【０１３７】
　例示的な一手法では、スケーリングパラメータαはスケーリングパラメータの2つのセ
ット{-8, -4, -2, -1, 0, 1, 2, 4, 8}および{-1, -2, -4, -8, 0, 8, 4, 2, 1}から包含
的に選択される。α=0であるとき、成分間残差予測がオフにされる。TUレベルオン/オフ
スイッチシグナリングを使用してこのケースに効率的に対処してもよい。そのような一手
法では、選択されたスケーリングパラメータを示す値が、デコーダに対してシグナリング
され、デコーダにおいて使用すべきスケーリングパラメータを決定するのに使用される。
【０１３８】
　別の例示的な手法では、スケーリングパラメータαは、スケーリングパラメータの2つ
のセットおよびオフセットから選択される。α=0であるとき、成分間残差予測がオフにさ
れる。TUレベルオン/オフスイッチシグナリングを使用してこのケースに効率的に対処し
てもよい。そのような一手法では、選択されたスケーリングパラメータ/オフセットを示
す値が、デコーダに対してシグナリングされ、デコーダにおいて使用すべきスケーリング
パラメータおよびオフセットを決定するのに使用される。
【０１３９】
　図9は、本開示の1つまたは複数の態様による、成分間予測を含むビデオを復号するため
の例示的なプロセスを示すフローチャートである。単に一例として、図9の方法は、図1お
よび図2のビデオデコーダ30に対応するビデオデコーダなどのビデオデコーダによって実
施されてもよい。
【０１４０】
　図9に示す方法では、ビデオデコーダ30は、ビデオデータのブロックに関するルーマ残
差サンプルを決定してもよく(200)、ビデオデータのブロックに関する予測クロマ残差サ
ンプルを決定してもよい(202)。ビデオデコーダ30は、例示的な一手法では、スケールフ
ァクタおよび/またはオフセットによってルーマ残差サンプルを調整してルーマ残差サン
プル予測子を生成するようにさらに構成されてもよい(204)。ささらに、ビデオデコーダ3
0は、予測クロマ残差サンプルおよびルーマ残差サンプル予測子に基づいて更新されたク
ロマ残差サンプルを決定してもよい(206)。ビデオデコーダは、ルーマ残差サンプルおよ
び更新されたクロマ残差サンプルに基づいてビデオデータのブロックを復号する(208)。
【０１４１】
　次に、スケーリングパラメータをシグナリングするための方法について説明する。図10
A～図10Cは、スケーリングパラメータのセットをシグナリングするための様々な技法によ
るスケーリングパラメータのセットを示す図である。図10Aに示すような例示的な一手法
では、第1のシンタックス要素はスケーリングパラメータの選択されたセット162へのイン
デックス付けに使用されるインデックス164をシグナリングし、一方、第2の構成要素(図



(35) JP 2017-523672 A 2017.8.17

10

20

30

示せず)は、スケーリングパラメータの符号をシグナリングする。エンコーダ側において
、例示的な一手法では、選択されたスケーリングパラメータの符号を表す値が第2のシン
タックス要素に記憶され、一方、インデックス164はスケーリングパラメータの値のセッ
トへのインデックスである。図10Aに示す例では、スケーリングパラメータα160は、セッ
ト選択フラグ162(たとえば、diff_mapping_alpha_enabled_flag)およびインデックス164
の関数である。
【０１４２】
　例示的な一手法では、選択されたスケーリングパラメータおよびオフセットが、セット
選択フラグ162(たとえば、diff_mapping_alpha_enabled_flag)およびインデックス164を
使用してシグナリングされる。別の例示的な手法では、スケーリングパラメータの単一の
セットが使用され、diff_mapping_alpha_enabled_flag 162が、スケーリングパラメータ
のセットへのインデックスにスケーリングパラメータをマッピングするマッピング関数の
うちの1つを選択するのに使用される。
【０１４３】
　例示的な第2の手法では、第1のシンタックス要素と第2のシンタックス要素の組合せが8
つまでの符号付きスケーリングパラメータのセットへのインデックスを表す。エンコーダ
側において、例示的な一実施形態では、8つの符号付きスケーリングパラメータのセット
へのインデックスの最上位ビットが第2のシンタックス要素に記憶され、一方、最下位2ビ
ットが第1のシンタックス要素に記憶される。そのような例示的な一手法が図10Bに示され
ており、この場合、スケーリングパラメータα170は、セット選択インデックス172(たと
えば、diff_mapping_alpha_enabled_idx)ならびに符号176およびインデックス174の関数
である。
【０１４４】
　例示的な一手法では、選択されたスケーリングパラメータおよびオフセットが、セット
選択インデックス172(たとえば、diff_mapping_alpha_enabled_idx)ならびに符号176およ
びインデックス174を使用してシグナリングされる。
【０１４５】
　CCPに関する現在の提案では、シンタックス要素cross_component_prediction_enabled_
flag、log2_res_scale_abs_plus1[c]、およびres_scale_sign_flag[c]を使用して、位置(
y,x)におけるルーマ成分の再構成された残差サンプルに基づいてCCPの態様を定義する。
いくつかの例示的な手法では、これらの同じシンタックス要素を使用して、選択されたス
ケーリングパラメータまたはオフセットをシグナリングするためのセットベースの手法を
実施してもよい。
【０１４６】
　以下に、本開示の技法によるCCPの例示的な実装形態について説明する。以下の例では
、HEVC RExt WD7において開示された技法に加えてシンタックス要素およびセマンティク
ス変更について説明する。新たに追加された部分は太字および下線によって強調され、削
除された部分はstrikethroughのように示されている。
【０１４７】
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【表６】

【０１４８】
　あるいは、以下が適用される。
【０１４９】
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【表７】

【０１５０】
　例示的な一手法では、cross_component_prediction_enabled_flagを1に等しく設定する
と、ピクチャパラメータセット(PPS)を参照するピクチャに関する変換ユニットシンタッ
クスにdiff_mapping_alpha_enabled_flag、log2_res_scale_abs_plus1、およびres_scale
_sign_flagが、存在してもよいことが指定される。シンタックス要素cross_component_pr
ediction_enabled_flagが0に等しい場合、PPSを参照するピクチャにはlog2_res_scale_ab
s_plus1およびres_scale_sign_flagが存在しないことを示す場合がある。log2_res_scale
_abs_plus1 およびres_scale_sign_flagが存在しないとき、cross_component_prediction
_enabled_flagの値は0に等しいと推定される。ChromaArrayTypeが3に等しくないとき、ビ
ットストリーム準拠の要件として、cross_component_prediction_enabled_flagの値は0に
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等しいものとする。
【０１５１】
　例示的な一手法では、シンタックス要素log2_res_scale_abs_plus1[c]マイナス1は、成
分間残差予測において使用されるスケーリングファクタResScaleValの値の、2を底とする
対数を指定する。これは、システム10において使用される場合があるスケーリングパラメ
ータのセットのうちの1つである。log2_res_scale_abs_plus1 およびres_scale_sign_fla
gが存在しないとき、log2_res_scale_abs_plus1は0に等しいと推定される。
【０１５２】
　例示的な一手法では、シンタックス要素res_scale_sign_flag[ c ]が第3のシンタック
ス要素である。シンタックス要素res_scale_sign_flag[ c ]は、成分間残差予測において
使用されるスケーリングファクタの符号を次のように指定する。res_scale_sign_flag[c]
が0に等しい場合、対応するResScaleValは正の値を有する。そうでない(res_scale_sign_
flag[c]が1に等しい)場合、対応するResScaleValは負の値を有する。
【０１５３】
　上述のように、例示的な一手法では、スケーリングパラメータの2つのセットのうちの
どちらをスケーリングパラメータのソースとして使用するかを選択するのに、新しいシン
タックス要素diff_mapping_alpha_enabled_flagが使用される。異なるシンタックス要素d
iff_mapping_alpha_enabled_idx(図示せず)は、スケーリングパラメータの3つ以上のセッ
トのうちのどれをスケーリングパラメータのソースとして使用するかを選択するのに使用
されるインデックスである。
【０１５４】
　変数ResScaleVal[cIdx][x0][y0]は、成分間残差予測において使用されるスケーリング
ファクタを指定する。アレイインデックスx0およびy0は、ピクチャの左上のルーマサンプ
ルに対する考えられる変換ブロックの左上のルーマサンプルのロケーション(x0,y0)を指
定する。アレイインデックスcIdxは色成分に関するインジケータを指定し、Cbについては
1に等しく、Crについては2に等しい。そのような例示的な一手法では、変数ResScaleVal[
cIdx][x0][y0]は次のように導出される。log2_res_scale_abs_plus1[cIdx-1]が0に等しい
場合、以下が適用される。
ResScaleVal[cIdx][x0][y0] = 0
log2_res_scale_abs_plus1[cIdx-1]が0に等しくない場合、例示的な一手法では、(スケー
リングパラメータの2つのセットの場合およびlog2_res_scale_abs_plus1[cIdx-1])が0に
等しくない場合)、以下が適用される。
-　　　変数ScalParaを以下と等しくする:
 !diff_mapping_alpha_enabled_flag?log2_res_scale_abs_plus1[cIdx-1]:map[log2_res_
scale_abs_plus1[cIdx-1]]).
-　　　ResScaleVal[cIdx][x0][y0] = (1<<ScalPara-1)) *
 (1-2*res_scale_sign_flag[cIdx-1])
diff_mapping_alpha_enabled_flagが0に等しいとき、マッピング関数は(1<<log2_res_sca
le_abs_plus1[cIdx-1]-1)として定義され、一方、diff_mapping_alpha_enabled_flagが1
に等しいとき、マッピング関数は(1<<map[log2_res_scale_abs_plus1[cIdx-1]]-1)として
定義される。log2_res_scale_abs_plus1[cIdx-1]がビットストリームのパーシングによる
デコーダ値であり、ResScaleVal[cIdx][x0][y0]がCCP復号プロセスにおいて使用される実
際の値であることに留意されたい。
この結果は、図10AにおいてcIdxの様々な値に関して示されている。
【０１５５】
　例示的なCCP実装形態に関するシンタックス要素およびセマンティクスは、全体が参照
により本明細書に組み込まれる、2014年6月20日に出願された米国仮出願第62/015,301号
に記載されている。
【０１５６】
　次に、CCPに関する復号プロセスについて説明する。例示的な一手法では、スケーリン



(39) JP 2017-523672 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

グパラメータαのシグナリングは2つの部分を有し、第1の部分は値を(上記の例からlog2_
res_scale_abs_plus1として)コーディングするものであり、第2の部分は符号フラグを(上
記の例からres_scale_sign_flagとして)コーディングするものである。例示的な一手法で
は、値(すなわち、abs(α))をコーディングする際、値はまず別の非負値(すなわち、M(α
))にマッピングされ、次いでtruncated unary binarization法によってコーディングされ
る。デコーダ側に関しては、M(α)は復号された値であり、前述の導入部ではlog2_res_sc
ale_abs_plus1[cIdx-1]によって示されている。abs(α)に関するそのようなマッピング関
数の例は、上記の後続の表に示されており、図10Aおよび図10Bではそれぞれセット0およ
び1として示されている。
【０１５７】
　例示的な一手法では、復号された値M(α)をスケーリングパラメータαの値にマッピン
グするのに使用すべき特定のマッピング関数を示すためにシーケンスパラメータセット(S
PS)、ピクチャパラメータセット(PPS)、またはスライスヘッダにおいて1つまたは複数の
シンタックス要素がシグナリングされる。図10Aに示されているようなそのような一手法
では、使用すべきセットは、シーケンスパラメータセット(SPS)、ピクチャパラメータセ
ット(PPS)、またはスライスヘッダにおいてシグナリングされるセット選択フラグ162を介
して選択される。そのような例示的な一手法では、セット選択フラグ162は、上述のよう
にdiff_mapping_alpha_enabled_flagを介してシグナリングされ、一方、インデックス164
はlog2_res_scale_abs_plus1[c]を介してシグナリングされる。CCPに関する現在のシンタ
ックス設計および2値化プロセスは変更されていない。
【０１５８】
　例示的な一手法では、マッピング関数の一方が、現在のHEVC範囲拡張規格と同様に、(
α?1<<(α-1):0 )として定義され、一方、他方のマッピング関数が、図10Aにセット1とし
て示される(α?(1<<(4-α)):0)として定義される。セット1のパラメータセットは、たと
えば、RGBシーケンスに対処するために使用されてもよい。
【０１５９】
　例示的な第2の手法では、2つのマッピング方法によってスケーリングパラメータの2つ
の異なるセットが得られる場合がある。たとえば、図10Bのセット2に示すように、別の新
しいマッピング関数が(α?(1<<(5-α)):0)として定義されてもよい。セット2のパラメー
タセットは、たとえば、RGBシーケンスに対処するために使用されてもよい。
【０１６０】
　例示的な第3の手法では、シンタックス要素は、シンタックス要素cross_component_pre
diction_enabled_flagが1に等しいときにのみシグナリングされる。そのような例示的な
一手法では、シンタックスは次のようになる。
【０１６１】
【表８】

【０１６２】
　例示的な第4の手法では、図10Bに示すように、複数のマッピング関数のうちの1つを示
すためにSPS、PPS、またはスライスヘッダにおいてセット選択インデックス172がシグナ
リングされる。たとえば、コーダが4つのマッピング関数を有する場合があり、インデッ
クス172は、4つのマッピング関数のうちのどれを使用すべきかをシグナリングする。
【０１６３】
　例示的な一手法では、クロマ成分の一方が、ルーマ成分および他方のクロマ成分を予測
するために上記においてルーマ成分に関して説明したプロセスにおいて使用されてもよい
。
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　スケーリングパラメータの符号フラグをコーディングするためのコンテキストモデルは
、シグナリングされるマッピング関数に依存してもよい。この一例が図10Cに示されてお
り、この場合、符号176(たとえば、res_scale_sign_flag[c]) = 0は、セット1に関するマ
イナス符号を示し、一方、符号176(たとえば、res_scale_sign_flag[c]) = 1は、セット0
およびセット2に関するマイナス符号を示す。例示的ないくつかの手法では、新しい符号
フラグres_scale_new_sign_flag[c]が、diff_mapping_alpha_enabled_flagのいくつかの
状態およびdiff_mapping_alpha_enabled_idxのいくつかの値に使用され、一方、res_scal
e_sign_flag[c]が、diff_mapping_alpha_enabled_flagの他の状態およびdiff_mapping_al
pha_enabled_idxの他の値に使用される。
【０１６５】
　第2の例の一態様では、本開示の新たに導入されたマッピング関数があるピクチャ/スラ
イス/シーケンスに関して有効化されるとき、初期設定値が0と1の等確率に相当する154に
等しくない別個のコンテキストモデルが利用されるそのような例示的な一手法では、異な
る初期設定値を導入するために新しいシンタックス要素res_scale_new_sign_flag[c]が使
用される。たとえば、そのような例示的な一手法では、res_scale_sign_flag[c]は、ctxI
dxの2つ以上の値の各々について初期設定値が154であり、一方、res_scale_new_sign_fla
g[c]は、ctxIdxの2つ以上の値の各々について初期設定値が79である。新しいシンタック
ス要素res_scale_new_sign_flag[c]の2値化および初期設定プロセスはそれぞれ、Table 9
-34(表9)およびTable 9-4(表10)に記載されている。res_scale_new_sign_flag[c]の考え
られる値は0と1のみである場合があるので、2値化プロセスを実行する必要はなく、すな
わち、値は直接コーディングされる。
【０１６６】
【表９】

【０１６７】
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【表１０】

【０１６８】
【表１１】

【０１６９】
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【表１２】

【０１７０】
【表１３】

【０１７１】
　スケーリングパラメータ160および170をシグナリングし適用する他の技法について次に
説明する。例示的な一代替手法では、新しいマッピング関数がSPS、PPS、またはスライス
ヘッダを介してシグナリングされる。そのような手法はたとえば、デフォルトマッピング
プロセス、たとえば、HEVC RExt(図10A～図10Cではセット0として示されている)において
指定された既存のマッピングプロセスを異なるマッピングプロセスと置き換えるために使
用されてもよい。例示的な一手法では、このマッピング関数は、デフォルトマッピングか
ら、たとえば、インデックス(164または174)をスケーリングパラメータおよびオフセット
にマッピングする新しいマッピングへの変更をシグナリングしてもよい。たとえば、新し
いマッピングプロセスは、復号されたインデックス164または復号されたインデックス174
によって示される値のセットの各値に関するスケーリングパラメータおよびオフセットを
決定してもよい。そのような手法は、スケーリングのみでは十分でない場合に使用するこ
とができる。
【０１７２】
　例示的な一手法では、デコーダが、新しいマッピング関数を示す信号を受信し、新しい
マッピング関数に基づいてスケーリングパラメータαに関する値を決定し、スケーリング
パラメータαの値に基づいて、ビデオデータのブロックにおける位置(x,y)ごとのクロマ
再構成残差サンプルrc(x,y)を再構成する。この場合、rc(x,y) = rc'(x,y) + (α × rL(
x,y)) >> 3であり、rc'(x,y)は、位置(x,y)ごとの、ビットストリームにおける再構成さ
れたクロマ残差サンプルを表し、rL(x,y)は、位置(x,y)ごとのルーマ成分における再構成
された残差サンプルを表す。
【０１７３】
　そのような例示的な一手法では、新しいマッピング関数は、たとえば、HEVC RExtにお
いて指定された既存のマッピングプロセスなどのデフォルトマッピング関数を置き換える
。
【０１７４】
　別の例示的な手法では、SPS、PPS、またはスライスヘッダにおいて(オフセットを有す
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る場合も有さない場合もある)1つのスケーリングパラメータのみがシグナリングされる。
そのような例示的な一手法では、新しいスケーリングパラメータは、現在のHEVC RExt設
計において(たとえば、復号されたインデックス164または174において)定義されたスケー
リングパラメータのセットにおけるスケーリングパラメータのうちの1つを置き換えるの
に使用され、必要な場合には、各位置(x,y)におけるルーマ成分の再構成された残差サン
プルをスケーリングするのに使用される。
【０１７５】
　別のそのような例では、シグナリングされるスケーリングパラメータは単に追加のスケ
ーリングパラメータとして使用されてもよく、たとえば、スケーリングパラメータの現在
のHEVC RExtセットにおけるスケーリングパラメータのうちの1つを置き換えるためにマッ
ピングなしで使用される。そのような手法は、たとえばスケーリングパラメータの数を増
やすのに使用することができる。
【０１７６】
　上記の例のすべてにおいて、シグナリングされるマッピング関数は両方のクロマ成分に
適用されてもよい。代替的に、マッピングパラメータのセットはクロマ成分ごとに別個に
送信され使用される。
【０１７７】
　例示的な一手法では、クロマ成分の一方が、ルーマ成分および他方のクロマ成分を予測
するために上記においてルーマ成分に関して説明したプロセスにおいて使用されてもよい
。
【０１７８】
　マッピングプロセスの変更は、いくつかの例示的な手法では、以前に復号されたフレー
ムの残差情報から導くことが可能である。例示的な一手法では、新しいマッピング関数/
スケーリングパラメータ/オフセット値が、以前にコーディングされたフレームの残差情
報から導出される。いくつかのそのような手法では、新しいマッピング関数/スケーリン
グパラメータ/オフセット値が、同じピクチャタイプを有する直前のフレームの残差情報
から導出される。
【０１７９】
　例示的な他の手法では、まず残差がいくつかのセットに分類され、セットごとに、(オ
フセットを有する場合も有さない場合もある)1つのスケーリングパラメータが導出される
。一例では、この分類は残差のエネルギーまたは分散に基づく。別の例では、この分類は
、コーディングモードに基づく。たとえば、現在のブロックがイントラコーディングされ
、新しいブロックがインターコーディングされる場合(異なるコーディングモード)、それ
ぞれの異なるスケーリングパラメータおよび/またはオフセットが使用される。
【０１８０】
　例示的な一手法では、デコーダが、以前にコーディングされたフレームの残差情報に基
づいて、スケーリングパラメータαの値を決定し、スケーリングパラメータαの値に基づ
いて、ビデオデータのブロックにおける位置(x,y)ごとのクロマ再構成残差サンプルrc(x,
y)を再構成する。この場合、rc(x,y) = rc'(x,y) + (α × rL(x,y)) >> 3であり、rc'(x
,y)は、位置(x,y)ごとの、ビットストリームにおける再構成されたクロマ残差サンプルを
表し、rL(x,y)は、位置(x,y)ごとのルーマ成分における再構成された残差サンプルを表す
。
【０１８１】
　上述された技法は、ビデオエンコーダ20(図1および図2)および/またはビデオデコーダ3
0(図1および図3)によって実行されてよく、それらの両方が概してビデオコーダと呼ばれ
ることがある。加えて、ビデオコーディングは概して、必要に応じて、ビデオ符号化およ
び/またはビデオ復号を指す場合がある。本開示の技法についてHEVCの範囲拡張規格およ
びスクリーンコンテンツ拡張規格に関して概略的に説明したが、この技法はこのように限
定されない。上述の技法は、他の現在の規格またはまだ開発されていない将来の規格に適
用可能であってもよい。
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【０１８２】
　例に応じて、本明細書で説明する方法のいずれかのいくつかの行為またはイベントは、
異なる順序で実行されてもよく、まとめて追加され、統合され、または省略されてもよい
(たとえば、すべての前述の行為またはイベントが方法の実施のために必要であるとは限
らない)ことを理解されたい。さらに、いくつかの例では、行為またはイベントは、順次
的にではなく、たとえばマルチスレッド処理、割り込み処理またはマルチプロセッサを通
じて同時に実行されてもよい。加えて、明快のために本開示のいくつかの態様は単一のモ
ジュールまたはユニットによって実行されるものとして説明されるが、本開示の技法がビ
デオコーダと関連したユニットまたはモジュールの組合せによって実行されてもよいこと
を理解されたい。
【０１８３】
　技法の様々な態様の組合せについて上記において説明したが、これらの組合せは単に本
開示において説明した技法の例を示すために提示されている。したがって、本開示の技法
は、これらの例示的な組合せに限定すべきではなく、本開示において説明する技法の様々
な態様の考えられる組合せを包含してもよい。
【０１８４】
　1つまたは複数の例において、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、またはそれらの任意の組合せで実装されてもよい。ソフトウェアで実装される
場合、機能は、1つもしくは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信されてもよく、かつハードウェア
に基づく処理ユニットによって実行されてもよい。コンピュータ可読媒体は、データ記憶
媒体などの有形媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体、または、たとえば、通信プロ
トコルに従って、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする
任意の媒体を含む通信媒体を含むことがある。
【０１８５】
　このように、コンピュータ可読媒体は、一般に、(1)非一時的である有形のコンピュー
タ可読記憶媒体、または(2)信号もしくは搬送波などの通信媒体に対応してもよい。デー
タ記憶媒体は、本開示に記載の技法の実装のための命令、コード、および/またはデータ
構造を取得するために、1つもしくは複数のコンピュータ、または1つもしくは複数のプロ
セッサによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であってもよい。コンピュータプ
ログラム製品は、コンピュータ可読記憶媒体と包装材料とを含んでもよい。
【０１８６】
　限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、RAM、ROM、EEPROM、
CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記
憶デバイス、フラッシュメモリ、または、命令もしくはデータ構造の形式の所望のプログ
ラムコードを記憶するために使用され、コンピュータによってアクセスされてもよい任意
の他の媒体を含むことができる。また、いかなる接続も適切にコンピュータ可読媒体と呼
ばれる。たとえば、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入
者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから命令が送信される場合、同軸ケ
ーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。
【０１８７】
　しかしながら、コンピュータ可読記憶媒体およびデータ記憶媒体は、接続、搬送波、信
号、または他の一時的媒体を含まず、代わりに、非一時的な有形の記憶媒体を対象として
いることを理解されたい。ディスク(disk)およびディスク(disc)は、本明細書において使
用されるときに、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザーディスク(登録商標)(disc)、
光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk)お
よびブルーレイディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データを磁気的に再生し
、一方、ディスク(disc)は、レーザを用いてデータを光学的に再生する。上記の組合せは
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、コンピュータ可読媒体の範囲内に同じく含まれるものとする。
【０１８８】
　命令は、1つまたは複数のデジタル信号プロセッサ(DSP)、汎用マイクロプロセッサ、特
定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブル論理アレイ(FPGA)、または他の等
価の集積論理回路もしくは離散論理回路のような、1つまたは複数のプロセッサによって
実行されてもよい。したがって、本明細書で使用される「プロセッサ」という用語は、前
述の構造、または本明細書で説明される技法の実装に適した任意の他の構造のいずれかを
指す場合がある。さらに、いくつかの態様では、本明細書で説明される機能は、符号化お
よび復号のために構成された専用のハードウェアモジュールおよび/もしくはソフトウェ
アモジュール内に与えられてもよく、または複合コーデックに組み込まれてもよい。また
、技法は、1つまたは複数の回路または論理要素において完全に実装されてもよい。
【０１８９】
　本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路(IC)またはICのセット(たとえば
、チップセット)を含む、多種多様なデバイスまたは装置において実装されてもよい。開
示する技法を実行するように構成されたデバイスの機能的態様を強調するために、様々な
構成要素、モジュール、またはユニットについて本開示において説明したが、これらの構
成要素、モジュール、またはユニットは、必ずしも異なるハードウェアユニットによる実
現を必要とするとは限らない。むしろ、様々なユニットは、上述のように、コーデックハ
ードウェアユニットにおいて結合されてもよく、または適切なソフトウェアおよび/もし
くはファームウェアとともに、前述のような1つもしくは複数のプロセッサを含む、相互
動作可能なハードウェアユニットの集合によって実現されてもよい。
【０１９０】
　本開示の様々な態様について説明した。これらの態様および他の態様は以下の特許請求
の範囲内に入る。
【符号の説明】
【０１９１】
　　10　復号システム
　　12　ソースデバイス
　　14　宛先デバイス
　　16　リンク
　　18　外部ビデオソース
　　20　ビデオエンコーダ
　　22　出力インターフェース
　　28　入力インターフェース
　　30　ビデオデコーダ
　　31　記憶デバイス
　　32　表示デバイス
　　40　モード選択ユニット
　　41　ビデオデータメモリ
　　42　動き推定ユニット
　　44　動き補償ユニット
　　46　イントラ予測ユニット
　　48　区分ユニット
　　50　加算器
　　51　CCPユニット
　　52　変換処理ユニット
　　54　量子化ユニット
　　56　エントロピー符号化ユニット
　　58　逆量子化ユニット
　　60　逆変換ユニット
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　　61　逆CCPユニット
　　62　加算器
　　64　復号済みピクチャバッファ
　　70　エントロピー復号ユニット
　　71　ビデオデータメモリ
　　72　動き補償ユニット
　　74　イントラ予測ユニット
　　76　逆量子化ユニット
　　78　逆変換ユニット
　　79　逆成分間予測処理ユニット
　　82　復号済みピクチャバッファ
　　102　現在のビデオブロック
　　103　現在のピクチャ
　　104　予測ビデオブロック
　　106　ブロックベクトル
　　108　探索領域
　　110　垂直変位成分
　　112　水平変位成分
　　162　セット選択フラグ
　　164　インデックス
　　172　セット選択インデックス
　　QPY　量子化パラメータ

【図１】 【図２】
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【図５Ａ】

【図５Ｂ】 【図６】
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【図９】 【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】

【図１０Ｃ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月21日(2016.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　ビデオデータのブロックに関する第1のシンタックス要素を受信するステップであって
、前記第1のシンタックス要素の値は、成分間予測に関するスケーリングパラメータの値
をマッピングされた値から決定するために複数のマッピング関数のうちのどれを使用すべ
きかを示し、各マッピング関数は、前記マッピングされた値をスケーリングパラメータ値
にマッピングし、各マッピング関数内において、各マッピングされた値は異なるスケーリ
ングパラメータ値に関連付けられる、ステップと、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第2のシンタックス要素を受信するステップであ
って、前記第2のシンタックス要素は、前記スケーリングパラメータの前記値の前記マッ
ピングされた値に関連するバイナリストリングを含み、前記第2のシンタックス要素を受
信するステップは、前記バイナリストリングから前記マッピングされた値を復号するステ
ップを含む、ステップと、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第3のシンタックス要素を受信するステップであ
って、前記スケーリングパラメータは符号を有し、前記第3のシンタックス要素の値は、
前記スケーリングパラメータの前記符号を示す、ステップと、
　前記第2のシンタックス要素から復号された前記マッピングされた値および前記第1のシ
ンタックス要素によって示される前記マッピング関数から前記スケーリングパラメータの
前記値を決定するステップと、
　前記スケーリングパラメータの前記符号および前記決定された値を使用してビデオデー
タの前記ブロックの少なくとも1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行するステップ
とを含む方法。
【請求項２】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記マッピングされた値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(4-α)):0)として定義される、請求項1に記載の
方法。
【請求項３】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
 
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記マッピングされた値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(5-α)):0)として定義される、請求項1に記載の
方法。
【請求項４】
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記マッピング関数に基づいて前記第3の
シンタックス要素をエントロピー復号するのに使用されるコンテキストモデルを決定する
ステップと、
　前記決定されたコンテキストモデルを使用して前記第3のシンタックス要素をエントロ
ピー復号するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
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　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を受信するステップ
は、シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダの
少なくとも1つにおけるビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素
を受信するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記方法は、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を受信するステップ
であって、前記第1のシンタックス要素は前記第2のマッピング関数を示す、ステップと、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおけるビデオデータの前記ブロックに関する前記第2のマッピング関
数を受信するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおけるスケーリングパラメータのセットに関する新しいスケーリン
グパラメータを受信するステップと、
　スケーリングパラメータの前記セットのうちの1つのスケーリングパラメータを前記新
しいスケーリングパラメータに置き換えるステップとをさらに含む、請求項6に記載の方
法。
【請求項８】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記方法は、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を受信するステップ
であって、前記第1のシンタックス要素は前記第2のマッピング関数を示す、ステップと、
　以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性から前記第2のマッピング
関数を決定するステップであって、前記特性は、前記残差情報の1つまたは複数のエネル
ギー、前記残差情報の分散、または前記情報のコーディングモードを含む、ステップとを
さらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記方法は、ビデオデータの前記ブロックのフレームと同じピクチャタイプを有する以前
にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性に基づいて前記第2のマッピング
関数を決定するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリに接続されたビデオデコーダとを備え、前記ビデオデコーダは、
　ビデオデータのブロックに関する第1のシンタックス要素を受信することであって、前
記第1のシンタックス要素の値は、成分間予測に関するスケーリングパラメータの値をマ
ッピングされた値から決定するために複数のマッピング関数のうちのどれを使用すべきか
を示し、各マッピング関数は、前記マッピングされた値をスケーリングパラメータ値にマ
ッピングし、各マッピング関数内において、各マッピングされた値は異なるスケーリング
パラメータ値に関連付けられる、受信することと、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第2のシンタックス要素を受信することであって
、前記第2のシンタックス要素は、前記スケーリングパラメータの前記値の前記マッピン
グされた値に関連するバイナリストリングを含み、前記第2のシンタックス要素を受信す
ることは、前記バイナリストリングから前記マッピングされた値を復号することを含む、
受信することと、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第3のシンタックス要素を受信することであって
、前記スケーリングパラメータは符号を有し、前記第3のシンタックス要素の値は、前記
スケーリングパラメータの前記符号を示す、受信することと、
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　前記第2のシンタックス要素から復号された前記マッピングされた値および前記第1のシ
ンタックス要素によって示される前記マッピング関数から前記スケーリングパラメータの
前記値を決定することと、
　前記スケーリングパラメータの前記符号および前記決定された値を使用してブロックビ
デオデータの少なくとも1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行することとを行うよ
うに構成されるデバイス。
【請求項１１】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(4-α)):0)として定義される、請求項10に記載
のデバイス。
【請求項１２】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(5-α)):0)として定義される、請求項10に記載
のデバイス。
【請求項１３】
　前記ビデオデコーダは、
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記マッピング関数に基づいて前記第3の
シンタックス要素をエントロピー復号するのに使用されるコンテキストモデルを決定する
ことと、
　前記決定されたコンテキストモデルを使用して前記第3のシンタックス要素をエントロ
ピー復号することとを行うようにさらに構成される、請求項10に記載のデバイス。
【請求項１４】
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を受信するために、
前記ビデオデコーダは、シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、また
はスライスヘッダの少なくとも1つにおけるビデオデータの前記ブロックに関する前記第1
のシンタックス要素を受信するように構成される、請求項10に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記受信された第1のシンタックス要素は、前記
第2のマッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記ス
ケーリングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示を含み、
　前記ビデオデコーダは、シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、ま
たはスライスヘッダのうちの少なくとも1つにおける前記第2のマッピング関数を受信する
ように構成される、請求項10に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記ビデオデコーダは、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおけるスケーリングパラメータのセットに関する新しいスケーリン
グパラメータを受信することと、
　スケーリングパラメータの前記セットのうちの1つのスケーリングパラメータを前記新
しいスケーリングパラメータに置き換えることとを行うようにさらに構成される、請求項
15に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記受信された第1のシンタックス要素は、前記
第2のマッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記ス
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ケーリングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示を含み、
　前記ビデオデコーダは、以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性か
ら前記第2のマッピング関数を決定することであって、前記特性は、前記残差情報のエネ
ルギー、前記残差情報の分散、または前記情報のコーディングモードのうちの1つまたは
複数を含む、決定することを行うようにさらに構成される、請求項10に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記ビデオデコーダは、ビデオデータの前記ブロックのフレームと同じピクチャタイプを
有する以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性から前記第2のマッピ
ング関数を決定するようにさらに構成される、請求項17に記載のデバイス。
【請求項１９】
　ビデオデータのブロックに関する第1のシンタックス要素を受信するための手段であっ
て、前記第1のシンタックス要素の値は、成分間予測に関するスケーリングパラメータの
値をマッピングされた値から決定するために複数のマッピング関数のうちのどれを使用す
べきかを示し、各マッピング関数は、前記マッピングされた値をスケーリングパラメータ
値にマッピングし、各マッピング関数内において、各マッピングされた値は異なるスケー
リングパラメータ値に関連付けられる、手段と、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第2のシンタックス要素を受信するための手段で
あって、前記第2のシンタックス要素は、前記スケーリングパラメータの前記値の前記マ
ッピングされた値に関連するバイナリストリングを含み、前記第2のシンタックス要素を
受信することは、前記バイナリストリングから前記マッピングされた値を復号することを
含む、手段と、
　ビデオデータの前記ブロックに関する第3のシンタックス要素を受信するための手段で
あって、前記スケーリングパラメータは符号を有し、前記第3のシンタックス要素の値は
、前記スケーリングパラメータの前記符号を示す、手段と、
　前記第2のシンタックス要素から復号された前記マッピングされた値および前記第1のシ
ンタックス要素によって示される前記マッピング関数から前記スケーリングパラメータの
前記値を決定するための手段と、
　前記スケーリングパラメータの前記符号および前記決定された値を使用してビデオデー
タの前記ブロックの少なくとも1つのクロマ成分に対する成分間予測を実行するための手
段とを備えるビデオデコーダ。
【請求項２０】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(4-α)):0)として定義される、請求項19に記載
のビデオデコーダ。
【請求項２１】
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記複数のマッピング関数のうちの1つに
基づいて前記第3のシンタックス要素をエントロピー復号するのに使用されるコンテキス
トモデルを決定するための手段と、
　前記決定されたコンテキストモデルを使用して前記第3のシンタックス要素をエントロ
ピー復号するための手段とをさらに備える、請求項19に記載のビデオデコーダ。
【請求項２２】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記受信された第1のシンタックス要素は、前記
第2のマッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記ス
ケーリングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示を含み、
　前記ビデオデコーダは、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
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ちの少なくとも1つにおける前記第2のマッピング関数を受信するための手段と、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおけるスケーリングパラメータのセットに関する新しいスケーリン
グパラメータを受信するための手段と、
　スケーリングパラメータの前記セットのうちの1つのスケーリングパラメータを前記新
しいスケーリングパラメータに置き換えるための手段とをさらに備える、請求項19に記載
のビデオデコーダ。
【請求項２３】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記受信された第1のシンタックス要素は、前記
第2のマッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記ス
ケーリングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示を含み、
　前記デバイスは、
　以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性から前記第2のマッピング
関数を決定するための手段であって、前記特性は、前記残差情報のエネルギー、前記残差
情報の分散、または前記情報のコーディングモードのうちの1つまたは複数を含み、前記
第2のマッピング関数を決定するための手段は、ビデオデータの前記ブロックのフレーム
と同じピクチャタイプを有する以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特
性から前記第2のマッピング関数を決定するための手段を含む、手段をさらに備える、請
求項19に記載のビデオデコーダ。
【請求項２４】
　ビデオデータのブロックを符号化する方法であって、
　ビデオデータのブロックの成分間予測に関するスケーリングパラメータを決定するステ
ップであって、前記スケーリングパラメータは符号と値とを有する、ステップと、
　複数のマッピング関数からあるマッピング関数を選択するステップであって、各マッピ
ング関数は、前記スケーリングパラメータの前記値をマッピングされた値にマッピングし
、各マッピング関数内において、各マッピングされた値は前記スケーリングパラメータの
異なる値に関連付けられる、ステップと、
　ビデオビットストリームにおいて、第1のシンタックス要素をシグナリングするステッ
プであって、前記第1のシンタックス要素の値は前記複数のマッピング関数から選択され
た前記マッピング関数を示す、ステップと、
　前記ビデオビットストリームにおいて、第2のシンタックス要素をシグナリングするス
テップであって、前記第2のシンタックス要素は、前記選択されたマッピング関数に関す
る前記スケーリングパラメータの前記マッピングされた値を含み、各マッピングされた値
は異なるバイナリストリングに関連付けられ、第2のシンタックス要素をシグナリングす
るステップは、前記マッピングされた値に関連付けられた前記バイナリストリングによっ
て前記マッピングされた値を符号化するステップを含む、ステップと、
　前記ビデオビットストリームにおいて、第3のシンタックス要素をシグナリングするス
テップであって、前記第3のシンタックス要素の値は前記スケーリングパラメータの前記
符号を表す、ステップとを含む方法。
【請求項２５】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
　前記第1のマッピング関数は、(α?(1<<(α-1)):0)として定義され、αは、前記第2のシ
ンタックス要素の前記値であり、
　前記第2のマッピング関数は、(α?(1<<(4-α)):0)として定義される、請求項24に記載
の方法。
【請求項２６】
　前記第3のシンタックス要素をシグナリングするステップは、
　前記第1のシンタックス要素によって示される前記複数のマッピング関数のうちの1つに
基づいて前記第3のシンタックス要素をエントロピー符号化するのに使用されるコンテキ
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ストモデルを決定するステップと、
　前記決定されたコンテキストモデルを使用して前記第3のシンタックス要素をエントロ
ピー符号化するステップとを含む、請求項24に記載の方法。
【請求項２７】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記方法は、
　ビデオデータの前記ブロックに関する前記第1のシンタックス要素を介して、前記第2の
マッピング関数がビデオデータの前記ブロックに関する成分間予測に関する前記スケーリ
ングパラメータの前記値を決定するのに使用されるべきであることの表示をシグナリング
するステップと、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおける前記第2のマッピング関数をシグナリングするステップと、
　シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセット、またはスライスヘッダのう
ちの少なくとも1つにおいて、スケーリングパラメータのセットに関する新しいスケーリ
ングパラメータをシグナリングするステップであって、前記新しいスケーリングパラメー
タは、スケーリングパラメータの前記セットにおける前記スケーリングパラメータのうち
の1つのスケーリングパラメータを置き換える、ステップとをさらに含む、請求項24に記
載の方法。
【請求項２８】
　前記複数のマッピング関数は、第1のマッピング関数と第2のマッピング関数とを含み、
前記方法は、
　以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の特性から前記第2のマッピング
関数を決定するステップであって、前記特性は、前記残差情報のエネルギー、前記残差情
報の分散、前記情報のコーディングモード、またはビデオデータの前記ブロックのフレー
ムと同じピクチャタイプを有する以前にコーディングされたビデオフレームの残差情報の
うちの1つまたは複数を含む、ステップをさらに含む、請求項24に記載の方法。
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